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SCSコミュニケーション

札幌がんセミナーの主な活動内容

　1981年以降、毎年6月～9月にかけて開催。多くの

がんの基礎研究分野における国際的エキスパートが

札幌に集合し、最新の知見の発表を行います。

　また、若い研究者も多く参加され、シニアの研究

者とリラックスした友好的なムードの中で、がん研

究について議論を交わします。それらの議論による

インスピレーションで、多くの重要な業績が生み出

されています。（5～7ページ）

1 札幌国際がんシンポジウムの開催
がんの基礎分野における研究

　世界の学者や研究機関と協力し、がんによる死亡

の実態調査や生活習慣病とがんとの関わりについ

て、アジア、アフリカ及びオーストラリアに於いて

現地調査による情報の収集、整理を行っています。

　また、アジア等の発展途上国における生活習慣病

の問題に取り組むため、スリランカにおいて10年余

にわたり、調査研究と共に健康教育を実施していま

す。（16、17ページ）

3 海外における調査研究事業
海外での健康教育開発支援
海外における学術調査研究

　がん啓発・予防事業としてのセミナーを開催し、

市民の方にがんに対する理解を深めていただくと同

時に、予防についての知識の普及にも取り組んでい

ます。（18、19ページ）

　また、がんの患者とご家族の方のために「面接に

よるがん相談」を1991年4月より実施。これまで1,000

件を超える相談を受けています。（20～21ページ）

4 がん啓発・予防事業
市民に対する特別セミナーの開催
面接によるがん患者・家族との相談

　1987年以降、毎年2月のさっぽろ雪まつりの期間

中に開催。

　主として国内の研究者により、がんの臨床・社会

的分野における様々な研究発表が行われます。臨床

研究としての最先端のがん医療についての発表や、

がん患者さんや、ご家族の生活についての発表など、

がんの抱える社会的問題についての研究発表も行わ

れます。（8～11ページ）

2 札幌冬季がんセミナーの開催
がんの臨床・社会的分野の研究
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公益財団法人（内閣府所管）　札幌がんセミナー

　1979年（昭和54年）8月、ゴードン・カンフェレンスに出席
していた。ニューハンプシャーのコルビー・ソイヤーという
小さい町である。女子大学の寮が夏休みで、安価に泊まれた。
美しい芝生に囲まれ、体育館の様な所で、数人のスピーカー
の問題提起を元にして、議論を展開する。
　午後は適当に自由時間もあり、テニスをしたり、近くの湖
を観光船で楽しんだり、三々五々、自由勝手に過ごす。つま
り、自然の中で開放的な雰囲気の下、新鮮ながんの科学を学
び合う機会である。友人を作り、お互いの業績の理解も深め
た。日本にもこのような機会があれば良いが、と思った。故
伊東信行教授が、研究室仲間を中心に、実験病理学の3日く
らいの小さい集会を、毎年信州穂高の谷間のロッジで行って
いた。学問・自然・友情の会で、どこか少しゴードン・カンフェ
レンスに似ていた。
　本格的に日本でこの夢を実現できるのは、北海道しかない。
実行しそうな人は、永年の友人　小林　博教授しかいない
と思った。一枚の絵はがきをコルビー・ソイヤーから小林先
生に書いた。たまたま先生も心中密かに同様の夢を持ってお

られた。私は、広い北海道の中に、コルビー・ソイヤー風の
所があるかと思った。
　しかし北大のある札幌が現実的であり、サッポロ・セミナー
が誕生。サッポロ・ビール、サッポロ・オリンピックに加え
て3つ目のサッポロが外国人研究者の言の葉に乗るように
なった。北海道医師会長の山﨑武夫博士の目立たない強力
な支持も忘れられない。
　小林先生の動きは速く、1981年（昭和56年）に第1回が行わ
れ、今に続いている。夏の涼しい札幌で、当初からクライン、
フイドラー、ミヒチ等の諸博士等も積極的に参加した。一夕、
郊外のペケレット湖畔で食事をしたり、サッポロ・ビールの
工場でジンギスカン料理（羊）をたらふく食べたりした。
　小林先生は、第1回より、あますことなく毎回の記録を英
文でキャンサー・リサーチ、キャンサー・サイエンス等に発
表されている。サッポロ・セミナーが国際的にがん研究に貢
献したことは大きい。更に、小林先生は後年、がん臨床主題
の冬のサッポロ・セミナーを雪まつりの頃行われている。
　太平洋を越えた一枚の絵は
がきは、小林先生の心にあっ
たものを刺激したにすぎない。
　振り返ると、2、30年前の
日本全体は明るい希望に溢れ
ていた。がん研究者は、科学
を今の数倍楽しんでいたらし
いことにも気が付いた。

SCS コミュニケーション発刊によせて

　この度、札幌がんセミナー創設30周年の記念すべき年
を迎えられたとお伺いいたし心よりお祝いを申し上げま
す。
　札幌がんセミナーは国際がんシンポジウムと冬季がんセ
ミナーの2つを毎年開催されておられ、その内容は高度か
つ先端を行くものと、内外から高い評価を与えられており
ます。これは偏に小林博先生を中心とする関係の方々の高
い志と堅いチームワークによるものとそのご努力に改めて
敬意を表する次第です。
　今年の1月、国立がんセンター設立50周年記念式が東京
であり多くの人々が参会されました。天皇・皇后両陛下が
ご出席になられ、天皇陛下がおことばをお述べになられま
した。その中に、私もがんを持つ一人でありますが、多く
の人々ががんの脅威から解放される日が早く来ることを望
んでおります、とありました。私共は深く感銘をいたすと
共に、重く受け止めさせていただいたところであります。
　この時、私はまた、昭和47年、国立がんセンター設立
10周年記念会のことを思い出しました。当時は吉田富三
先生がご存命で、先生は国立がんセンターの会には出席さ

れず、同日集会の北大癌研10周年の会に出席されたこと
です。「小林博君との約束が早かったからな」と小林先生と
の約束を守られたのでした。あの頃、吉田先生はお体の具
合がかなり悪かったのでお止めになってはと申し上げたの
ですが、いや約束は守りたい、小林君らの仕事も知りたい、
と言われて札幌に来られたのでした。
　あの頃は、がんの本態も治療も余り分らず基礎と臨床は
一生懸命でした。あれから40年たったいま、がんは治る
がんになり、がんの薬も続々開発されています。また、患
者さん、家族、社会ぐるみでがんに取り組んでいます。こ
のような時、札幌がんセミナーに、がん克服への新しい道
をお示しいただきたいと思っております。
　札幌がんセミナーの益々のご活躍を期待しております。

札幌がんセミナー創設の頃

杉村　隆
日本学士院幹事／国立がん研究センター顧問

札幌がんセミナー創設30周年に寄せて

菅野　晴夫
公益財団法人がん研究会顧問

3



公益財団法人（内閣府所管）　札幌がんセミナー

　貴財団におかれましては、公益財団法人に移行をされて
以来、益々ご発展のご様子、心からお慶び申し上げます。
　またこの度は、新たに会報を発刊されますとのこと誠に
有意義なことと存じ、心からお祝い申し上げ、ご努力に対
し深く敬意を表します。
　2010年11月半ばの頃だったと思いますが、小林先生か
ら、「今日札幌がんセミナーの公益財団法人への移行が認
められた」と喜びの電話をいただきました。私が高松宮妃
癌研究基金の理事長に就任した2008年は、旧財団の基礎
となっていた民法が110年振りに改正され、同時に公益法
人制度の改革に関わる新たな法律が施行された年であり、
私の財団事務局は公益財団法人への移行認定の申請業務に
忙殺されておりました。こうした事務局の苦労を目のあた
りにしていましたので、或る日、先生に「新しい法律に則
り公益移行を目指すのであれば、早い機会に所轄官庁であ
る北海道庁と相談するのがよい」とお薦めしたことがあり
ました。上述の小林先生からの「喜びの電話」は、私の余計
なお節介に対して感謝して下さったものと思っています。

　小林先生は1991年、北海道大学を定年退官されると共
に財団法人札幌がんセミナー理事長にご就任され、早いも
ので本年で21年目を迎えられました。
　その間、がん制圧を目途として、毎年、国際シンポジウ
ムやさっぽろ雪まつりと同時期に開催される冬季がんセミ
ナーなどユニークな事業を展開してこられました。
　ご存知のように我が国では、2人に1人ががんに罹り、3
人に1人はがんで亡くなる時代を迎え、重大な社会問題と
なっています。そのような背景を踏まえ、札幌がんセミナー
の活動で特に注目したいのは、がんの啓発・予防に関する
事業であります。
　小林先生の広範な研究分野の中で一貫している一つの流
れに「がん予防」があります。がんの予防は、先生が「がん
の予防」新版（岩波新書）にもお書きになっておられるよう
に、アカデミズムだけにとらわれず、研究目的意識をもっ
た実学的アプローチするべき最も基本的で重要な研究課題
だと思います。私も全く同感であります。
　新しい会報の発刊を機会として、公益財団法人札幌がん
セミナーが今後一層のご発展を遂げられますよう祈念して
お祝いの言葉と致します。

　札幌冬季がんセミナーは、1987年、第1回が開催され本
年で26回と輝かしい歴史と伝統を築いてこられた公益財
団法人札幌がんセミナー小林博理事長に敬意を表する次第
であります。当時私は杏林大学第一外科助教授として急性
胃粘膜病変の病態生理と共にMNNG発癌や抗癌剤の研究
に従事し、日本癌学会や日本癌治療学会で発表をさせてい
ただいておりました。
　小林博先生は両学会の指導的立場におられ、癌研究の先
導者でもありました。先生の講演は常に将来の癌研究の指
標を明確に示され、そのたびに慶應義塾創立者、福沢諭吉
先生の言葉、“未来を見据えよ、今の為の今ではなく、未
来の為の今”を思い出しておりました。
　1991年、私が慶應義塾大学一般・消化器外科教授とし
て戻ってからも学会などでお会いするたびに常に励ましの
お言葉をかけてくださいました。
　先生は常に癌臨床・基礎研究の動向を国内のみならず、
国外まで的確に洞察され、がんセミナーではその時のト
ピックスを決められ、演者を選考されている事がプログラ
ムで推察する事が出来ました。当時、教室の池田正君（現
帝京大外科主任教授）や久保田哲朗君（元慶應義塾大学包括

先進医療センター教授）を演者としてお招きいただいたこ
とに感謝いたしておりました。
　セミナー開催後、26年の間に癌の臨床・基礎研究が飛
躍的に進歩いたしましたが、未だ100％根治とは云えませ
ん。
　小林先生は癌の完全撲滅を目指されておりますが、先生
の若々しい癌研究に対する情熱と停まることのない
scientifi c mindに敬意を表すると同時に札幌がんセミナー
から世界に向けてのがん研究成果の発信を今後も期待いた
しております。

会報発刊のお祝い

髙山　昭三
公益財団法人高松宮妃癌研究基金理事長／財団法人がん研究振興財団理事長

未来を見据えよ

北島　政樹
国際医療福祉大学学長／慶應義塾大学名誉教授
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公益財団法人（内閣府所管）　札幌がんセミナー

　気候の良い夏の札幌で毎年開催される国際シンポジウム
は、今日まで30年を超えております。
　毎回、海外から10数人の研究者を招いて、総勢100人前
後の専門家の参加で開催されるこのシンポジウムは、我が
国の若手研究者に貴重なチャンスを与えてきたといえます。
　シンポジウムの内容については、常に重要なテーマを時
勢に「先取り」した形で、その分野の国際的な研究者を日本
に招いて討論するというもので、得られた効果や刺激は大
きかったと感じられます。また、この国際シンポジウムに
参加したのが縁で、外国留
学した日本の研究者もた
くさんおられます。
　1981年に開かれた第1回
シンポジウムでは当時で
は新しかった「がんの免疫
逃避」というテーマが検討
されたのですが、その後数
年間、国内でも海外でもこ
のテーマはがん研究の主
要なテーマとして研究が
続けられた分野になった
ことは関係者がみな知っ
ていることです。

　2回目、3回目に取り上げられた「がん化と細胞膜面の生
化学的変化」、「がん化学療法における生体反応の役割」も
その後国際的にみても重要な研究テーマになりました。
　シンポジウム開催初期の頃は、上に述べたように、「が
んに関する基礎研究」を主題に取り上げて来ましたが、最
近では臨床的なテーマも取り上げられるようになりまし
た。テーマ選択は今も「先取り」のポリシーを大事にして行
われています。（細川眞澄男）

　札幌がんセミナー創設者の北海道大学の名誉教授小林博
先生は、お仲間とともに、1981年、31年前（私が北海道大
学医学部を卒業した時）からこのシンポジウムを毎年開催
されてきました。その後毎年、本質的で純粋な科学的問題
を若い科学者とリラックスしつつ、友好的な雰囲気のなか
で議論してきました。
　癌に対する放射線効果には、まだ我々が答えを知らない
多くの謎があります。どの放射線治療装置も人類に対する
完全な治療装置にはまだ達しておらず、さまざまな種類の
装置がお互いの優劣を競っており、国際的な標準を決定す
るべき状況にあります。札幌国際がんシンポジウムのフラ
ンクな雰囲気は、お互いに友情を芽生えさせ、参加者全員
の心を開いて、人々にインスピレーションを与えるでしょ
う。
　7月初旬の北海道、札幌は、通常は心地よい季節です。
どうぞ、会場にはフォーマルスーツ等より、カジュアルな

装いでお越しください。そして、講演者にはたくさんの質
問をしていただき、躊躇せずにご自分の意見を発表してく
ださい。私は、そうすることが、この輝けるシンポジウム
創設者への尊敬の念を真摯に表す方法であると思っており
ます。
このシンポジウムに引き続き、7月24日午後に、もうひと
つの会“最先端研究開発国際セミナー（International 
seminar for Funding Program for World-Leading Innovative 
R&D on Science and Technology（FIRST Program））”を、
最先端研究開発支援
プログラムの一環と
して行います。この
セミナーでは、政府
からの基金に基づ
き、世界最先端の陽
子線によるがん治療
に関連したトピック
スが話されます。お
時間が許せば、当該
セミナーへもご出席
頂ければ幸いです。

札幌国際がんシンポジウム1札幌国際がんシンポジウム 

2012国際がんシンポジウムのご案内

代表世話人　白𡈽　博樹
北海道大学大学院医学研究科
放射線医学分野教授

2008 2009 2010

2012
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国際がんシンポジウムの歴史　2011年シンポジウムは東日本大震災のため中止
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The Thirty's International Cancer Symposium in summer 2010
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公益財団法人（内閣府所管）　札幌がんセミナー

　第27回札幌冬季がんセミナーでは、がんの個別化治療
と医療経済の問題を取り上げる予定。現在、がんの鍵になっ
ている特定の分子をピンポイントで標的とする薬（分子標
的治療薬）が登場して、がんの個人差を克服し、ひとりひ
とりの患者さんにもっとも効果の大きい治療を提供する個
別化治療が普及しつつあり、もっともホットな話題です。
分子標的治療薬はとても高価ですが、個別化治療は効果が
高い治療、患者ニーズに合った治療の提供につながり、社
会全体の医療費減少にも貢献できるものと期待されます。
一方、医療経済の問題も取り上げます。

　第26回目をこの2月に開催した冬季がんセミナーには、延べ人数にすると毎回400人ほどの参加。夏の国際シンポジウ
ムに比べて参加者が多いのは、冬のセミナーは完全にオープンにしていること、また臨床的話題が多い為であろう。参加
者は臨床医のほか薬剤師をはじめとするメデイカルスタッフのがんの治療に関わる広い分野の人達である。

○第27回　札幌冬季がんセミナー開催予定
会　期：2013年（平成25年）2月9日（土）～10日（日）
会　場：ロイトン札幌（札幌市中央区北1条西11丁目）
テーマ：いまがんを考える2013
　　　　個別化治療、医療経済をめぐって
代表世話人： 秋田弘俊
（北海道大学大学院医学研究科腫瘍内科学分野　教授）

主　催：公財・札幌がんセミナー、大鵬薬品工業
登　録：登録料無料、事前登録不要
問合先：札幌がんセミナー事務局
TEL（011）222-1506
Email：scs-hk@phoenix-c.or.jp

第1回　1987年2月4-5日
世話人：宮﨑　保
テーマ：白血病細胞の生物医学的特性と
その制御

第2回　1988年2月3-5日
代表世話人：内野純一
テーマ：肝癌の生物学的特性とその制御

第3回　1989年2月2-4日
代表世話人：小林　博
テーマ：肺癌と縦隔腫瘍をめぐって

第4回　1990年2月8-9日
代表世話人：漆崎一朗
テーマ：癌とQuality of Life

第5回　1991年2月5-6日
世話人：井口　潔・内野純一
テーマ：がん治療の変様と展望

第6回　1992年2月5-6日
代表世話人：阿部　弘
テーマ：脳腫瘍、頭頚部腫瘍の基礎と臨床

第7回　1993年2月6日
世話人：折茂　肇・小林　博
テーマ：老化とがん化の接点を求めて

第8回　1994年2月5日
世話人：垣添忠生・末舛恵一・兼元俊隆・
小林　博
テーマ：難治がん対策はいかにあるべきか？

第9回　1995年2月10-11日
世話人：川上義和
テーマ：肺腺がん研究の最前線

第10回　1996年2月10日
世話人：小林　博
テーマ：2次原発がんとその予防

第11回　1997年2月7-8日
世話人：加藤紘之・犬山征夫・斎藤政樹
テーマ：いまがんを考える
―診断、治療そして予防

　超音波装置（エコー）を用いたがん診断
の実際とコツ、臓器機能の温存と生存率
の改善、栄養とがん

第12回　1998年2月6-7日
世話人：今井浩三・平田公一・田村浩一
テーマ：いまがんを考える
―診断、治療そして予防
　遺伝子診断と早期診断の最前線、消化
器がん治療成績の向上を目指して、がん
予防と将来展望

第13回　1999年2月5-6日
世話人：阿部庄作・工藤隆一・加藤紘之
テーマ：いまがんを考える’99
―診断、治療そして予防
　診断トピックス、治療トピックス、予
防トピックス

第14回　2000年2月11-12日
世話人：藤堂　省・細川正夫・井上勝一
テーマ：いまがんを考える2000
―その新たなる挑戦
　診断・治療トピックス、予防トピックス

第15回　2001年2月10-11日
世話人：井上勝一・荻田征美・岸　玲子
テーマ：いまがんを考える2001
―予防・診断そして治療戦略
　微小転移の診断と治療、治療の最新ト
ピックス、予防トピックス

第16回　2002年2月9-10日
世話人：平田公一・加藤紘之・岸　玲子
テーマ：いまがんを考える2002
―予防・診断そして治療戦略
　がん治療の進歩Ⅰ、がん治療の進歩Ⅱ、
がん医療の問題点

第17回　2003年2月8-9日
世話人：秦　温信・平田公一・岸　玲子
テーマ：いまがんを考える2003
―予防・診断そして治療戦略

第18回　2004年2月7-8日
世話人：細川正夫・阿部庄作・長嶋和郎
テーマ：いまがんを考える2004
―予防・診断そして治療戦略

第19回　2005年2月12-13日
世話人：晴山雅人・細川真澄男・井上勝一
テーマ：いまがんを考える2005
―予防・診断そして治療戦略

第20回　2006年2月11-12日
代表世話人：平田公一
テーマ：いまがんを考える2006
―放射線治療、外来化学療法を中心に
　放射線治療の進歩・外来化学療法の登場

第21回　2007年2月10-11日
代表世話人：細川正夫
テーマ：いまがんを考える2007
―補助化学療法の進歩、わが国における
がん医療の将来

第22回　2008年2月9-10日
代表世話人：井上勝一
テーマ：いまがんを考える2008
―変わるがん医療・変えようがん医療

第23回　2009年2月7-8日
代表世話人：近藤　哲
テーマ：いまがんを考える2009
―がん治療最前線―

第24回　2010年2月6-7日
代表世話人：西尾正道
テーマ：いまがんを考える2010
―診断学の進歩によるがん治療の新展開―

第25回　2011年2月12-13日
代表世話人：髙後　裕
テーマ：いまがんを考える2011
―高齢化社会・疾病予防社会におけるが
ん医療

第26回　2012年2月11-12日
代表世話人：福田　諭
テーマ：いまがんを考える2012
―最先端のがん医療をめざして―

第27回　2013年2月9-10日
代表世話人：秋田弘俊
テーマ：いまがんを考える2013
―個別化治療、医療経済をめぐって

札幌冬季がんセミナーの歴史2札幌冬季がんセミナー

第27回（2013年2月）の開催予定

札幌冬季がんセミナーの特徴
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公益財団法人（内閣府所管）　札幌がんセミナー

　第26回札幌冬季がんセミナーの代表世話人を仰せつか
り、特別講演として、ロボット手術（ダビンチ）導入に非常
に盛んである韓国からソウルHanyang大学Tae Kyung教授
をお呼びして「ロボットによる甲状腺手術」についてご講演
頂きました。
　甲状腺手術は通常頸の真ん中下部（胸骨という骨の上）に
切開をいれて行うのが今までの一般的な手術法でした。
Tae Kyung教授は腋下から内視鏡とロボット操作できる器
具を挿入し、光学系の進歩に伴う非常に明るく良い視野の
もとに安全で確実、そして頸に傷の入らない手術が可能で
あるという内容を講演されました。
　韓国ではロボット手術器具が既に40の施設で導入され、
いろいろな分野で応用されているようです。一方でコスト
面、患者さんへの保険請求、機械自体の手術野での操作な

ど、まだまだ解決しなければな
らない課題も示されました。
　今回の発表に限らず外科手術
の流をみると、例えば、おなか
の手術を例にとっても、大きく
切開して摘出する開腹手術か
ら、内視鏡下手術、ロボット手
術、ナビゲーション手術、ナノ
サージェリーなどへとキーワー
ドがどんどん変化してきています。こうした新しい流れに、
医療者（外科医）、医療機器メーカー、行政などがチームと
なり、より患者さんに優しくそして安全・確実な手術にむ
けて、努力することがますます求められてくる時代になっ
てきたことを感じさせる素晴らしい講演でした。

　近畿大学腫瘍内科部門の中川和彦教授が、肺がんの薬物
療法の歴史をひも解きながら、最新の分子標的治療薬によ
る個別化治療について講演されました。
　主なポイントを挙げますと、ゲフィチニブという分子標
的治療薬が登場したことによって、1）肺がんは遺伝子の病
気であることが臨床的にも明らかになり、2）上皮成長因子
（EGF）受容体遺伝子という遺伝子の変異によって発生した
肺がんではEGF受容体をピンポイントで標的とするゲフィ
チニブがとくに効果的であることが示され、3）EGF受容体
遺伝子の変異がある肺がんの患者さんを対象としてゲフィ
チニブを用いて治療するという個別化治療によって、患者
さんの生存期間が著しく延長することが臨床試験という研
究で証明されて、実地診療においても標準治療として広く
普及していることを述べられました。さらに最近、EML4-
ALKという新しい遺伝子異常が肺がんで発見されて、こ
の遺伝子異常を持つ肺がんでは、ALKをピンポイントで
阻害する分子標的治療薬のクリゾチニブという薬がとても
よく効くことも紹介されました。
　現在、肺がんの遺伝子変異を目じるし（バイオマーカー
といいます）にして分子標的治療薬を選択する個別化治療

が加速していて、従来の抗がん薬による化学療法では治療
が難しかった肺がんにおいても、薬で効果が期待できる時
代を迎えつつあることを実感させられる講演でした。

　毎年開催される冬季がんセミナー。2012年2月11日、12日の二日間にかけて開催され、多
くの興味深い研究の成果が発表されましたので、一部の発表の概要をご紹介いたします。

札幌冬季がんセミナー 2012

Robotic Thyroid Surgery
（ロボットによる甲状腺手術）
（演者） Tae Kyung
ソウルHanyang大学教授

肺がん分子標的治療の最先端̶個別化医療に向けて̶
　　　　　（近畿大学腫瘍内科部門、中川和彦教授）を聴いて

（演者） 中川　和彦
近畿大学腫瘍内科部門教授

福田　諭
北海道大学病院病院長

秋田　弘俊
北海道大学大学院医学研究科腫瘍内科学分野

北海道大学病院腫瘍内科教授
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公益財団法人（内閣府所管）　札幌がんセミナー

　身体的な痛みだけでなく、精神的な痛み、経済的な痛み、
そして日本語に訳しにくいのですがスピリチュアルな痛
み、それら全ての痛みを合わせてトータルペインと呼んで
います。がん診療に携わってきた私にとって、このトータ
ルペインの考えはとても大切です。身体に感じる痛みだけ
でなく、抗がん剤治療の不安、入院生活の不安、仕事のこ
と、家庭のこと、そんな心配や不安・苦痛に一緒に取り組
んでいかなければなりません。
　働き盛り・子育て世代の方々を診療する機会も増えてき
ました。患者さんの最も大きな苦痛は何でしょうか？自分
の診療に対する不安はもちろんでしょうが、時にはそれ以
上に、子供達の学校・教育、今後の生活、一緒に語る未来、
それらがこの先どうなるかという心配・不安の方が遙かに
大きいこともあるのではないでしょうか。
　ましてや自分の病気をいつ・どのように子供達に伝えて
いくべきなのか。これまで多くの医療者はそんな苦痛があ
ることは承知しながらも、患者さんへの診療を優先し、子
供達や親子関係への取組には積極的になれなかったかもし
れません。
　今回講演いただいた藤井あけみさんは、チャイルド・ラ

イフ・スペシャリストとして北海道大学病院腫瘍センター
に勤務されております。「パパやママががんになったら～
子育て世代のがん医療のQOLを考える～」と題し、子供を
持つがん患者さんの支援活動を紹介いただきました。患者
さんにより寄り添って一緒に答えを見いだす診療に携わ
り、その活躍は大学病院の患者さんだけではなく、他の医
療機関で診療されている患者さんにも及んでいます。この
講演を通して、子供達も一緒に親のがん診療に参加しても
らうこと、それにより子供達にも親であるがん患者さんに
も良き影響があることを学びました。がん診療における有
力なチームメンバーがまた一人増えた思いです。これから
も益々のご活躍を期待して、藤井あけみさんの講演の一端
をご紹介しました。

　ヒトでは体内に発生する癌細胞に抵抗する「免疫機構」が
あることは古くから知られ、その機構を利用してがんを予
防したり治療したりする研究や試みが行われてきていま
す。札幌医科大学の佐藤昇志さんは、この分野で基礎研究
から臨床応用まで広い視野に立った研究を実践されていま
す。今回のお話しの中で、癌に対する免疫機構の解明、診
断や治療に繋がる抗体の開発、がん細胞に対する免疫療法
の進歩に関して、北海道の研究者がいかに多くの仕事を成
し遂げてきたかを、地元先人の業績を振り返りながら、丁

寧に解説し、参加した多くの方々にあらためて感銘を与え
ました。
　また、ご自身の最近の研究をわかり易く紹介いただきま
した。とくに、ご自身が一貫して癌細胞に特異的な抗原を
探す努力を続け、いくつかのペプチドを見つけたこと、そ
れを今、癌患者さんの治療で実際に使用を始め、手ごたえ
のある患者さんがおられることを、実例をもって示される
とともに、今後は、がんのもととなる「癌幹細胞／癌起始
細胞」が重要であることを、ご自身の研究成果をもとにお
話しされ、多くの聴衆の感銘をうけました。札幌がんセミ
ナー理事長である小林博さんは、この分野での世界におけ
る先駆者のお一人で、その後、多くの仲間が続いているこ
とを改めて実感した次第です。

子育て世代のがん医療
（演者） 藤井　あけみ
北海道大学病院腫瘍センター助教
チャイルドライフスペシャリスト

磯部　宏
KKR札幌医療センター　腫瘍センター長

佐藤昇志さんの「癌と免疫の話」
（演者）佐藤　昇志
札幌医科大学医学部病理学第一講座教授

髙後　裕
旭川医科大学医学部内科学講座

消化器・血液腫瘍制御内科学分野教授
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公益財団法人（内閣府所管）　札幌がんセミナー

　第26回札幌冬季がんセミナー2日目では、大橋靖雄教授
（東京大学大学院医学系研究科生物統計学・疫学・予防保
健学）による「がん臨床試験デザインの新しい展開」という
タイトルでの講演がありました。その中では、最近の分子
標的薬の臨床試験について、主として効率的な研究デザイ
ンの紹介がなされました。
　ところで、私が最も注目したのは、QOL（生活の質）を
数量化した生存分析であるQALYの提案でありました。抗
がん剤の使用の副作用によってQOLが著しく低下する場
合があるが、この解析方法を用いることによって、QOL
を加味した生存分析を行うことができます。そして、
QALYによる解析を活用した臨床試験を行うことによっ
て、QOLの低下を招きにくい治療薬を有効として選択す
ることにつながります。この方法では、5項目（移動の程度、
身の回りの管理、ふだんの活動、痛み・不快感、不安・ふ
さぎこみ）からなるEQ-5Dという質問紙を用いて、ベース
ライン時、初回投与後6週、12週、24週、48週、72週と経
時的にQOLの評価を行う。そして、問題なし1点、やや問
題あり2点、重大な問題あり3点として数量化します。

　講演では、この解析を切除不能進行膵癌の治療薬の臨床
試験に応用したGEST Studyの結果が紹介されました。
　この研究は日本と台湾でデータ収集が行われ、その結果、
標準療法であるGEM単剤群に対して、QEM＋TS-1併用群
がQALYの解析で有意な有効性を示しました。これは、
TS-1剤が比較的QOLの低下を招きにくいことによると思
われます。大橋教授によると、この解析結果はASCO
（American Society of Clinical Oncology）2011で発表され、
現在、論文化を急いでいるところであるといいます。また、
同様のデザインでの乳癌治療薬の臨床試験も進行中で、
QALYによる解析が予定されているそうです。今後、この
解析が普及するものと大いに期待されます。

　北島政樹先生は、現在国際医療福祉大学学長をなされて
おりますが、それ以前は慶応義塾大学医学部医学部長をは
じめ、非常に数多くの役職をもち、現在でも国内外の外科
の指導者です。
　今回の講演は、ハーバード大学およびマサチュセッツ総
合病院（MGH）での留学時、外科医としてその後の進路を
決めた経験を話されました。それらの施設とマサチュセッ
ツ工科大学が非常に密接に共同研究をしていて、医工・産
学連携など、医学と他分野との科学的な結びがその後の日
本の外科学に重要であることを認識され、日本の外科を
リードしております。
　外科分野の進歩では、現在低侵襲として外科系手術の大
きな流れとなっている鏡視下手術の研究や、不必要なリン
パ節郭清を省く為のテクネシュウム錫コロイドを用いた
Sentinel Node Mappingなど初期の段階からの研究につい
て話されました。
　注目されている医工共同研究の代表であるda Vinchiも
2000年から使用しており、私たちも、慶応大学のda 
Vinchiを用いた食道癌手術の発表を聞いています医療の提
供は各種専門職からなるチーム医療を行うための教育が必

要であり、医師、看護師をはじめ、学生時代から医療にふ
れるなどの教育の実際を紹介されました。先生は“日本か
ら外科医がいなくなることを憂い行動する会”の副理事長
をされており、医学生に外科の夢や素晴らしさについて、
早い時期から関心を持たせる重要性を強調されました。

低侵襲・個別化消化器がん治療の展開
北島政樹先生の講演について
（演者） 北島　政樹
国際医療福祉大学学長

細川　正夫
社会医療法人恵佑会札幌病院理事長

大橋教授によるQOLを加味した生存分析QALYの紹介
（演者） 大橋　靖雄
東京大学大学院医学系研究科生物統計学・疫学・予防保健学教授

森　　満
札幌医科大学医学部公衆衛生学講座教授
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公益財団法人（内閣府所管）　札幌がんセミナー

　がんについて意見を述べるのは易しいかもしれないが、
事実について知ることは時として難しく衝撃的です。
　私は北海道の日本海に面した岩内町にいる知人を訪ねる
機会がありました。私が滞在したホテルの部屋の窓から見
えたのは「泊原子力発電所」でした。私は窓からの風景写真
をFacebookに投稿したところ、岩内周辺地域のがんの率
が高いというコメントを受けました。
　私はこの聞いたこともない情報に驚きながらも、事実を
知りたいという衝動にかられました。しかし、誰にどのよ
うにこの情報の真実を確かめたらよいのか？　新聞や反対
運動団体、政府の報告書までこの問題についてどこまで信
用したらよいのかわかりません。そこで私は札幌がんセミ
ナー理事長小林先生にお聞きすることに決めました。先生
は、情報を信用することのリスクや特にそれが直接がん発
症にかかわる確証がない事などをご説明されました。
　そして先生は、私の疑問に対して回答を探すべく、熱心
にお考えくださり、信用できる情報源として北海道健康づ
くり財団の関係者（札幌医科大学名誉教授三宅浩次委員長）
に連絡をしてくださいました。

　まもなく、過去10年間における北海道の主要死因概要
の最新レポートをみることができました。そして、驚きの
事実として岩内町と泊村は北海道において悪性新生物の死
因が一番高いことがわかりました。また岩内町は心疾患で
も死因が高いこともわかりました。
　私は、レポートの数値が泊原発の影響であると断言した
かったのですが、そう決めることができないというのは辛
かったです。さすがに学者である小林先生は、統計は客観
的であり死因が泊原発と関係があるとは断言できず、そう
結論付けるには追加調査が必要であることも説明され、私
は先生の検証を改めて心にとめました。
　先生の専門的知識
に加え、病気と感情
的な反応をきちんと
切り離して事実を検
証する先生の姿勢、
情報提供に感謝致し
ます。

〈Vサイン〉
鼻にチューブを入れられ、腕には点滴の針が刺され、
ストレッチャーに乗せられた患者が看護婦に押されて
手術場に向かう時、見送る家族になぜか皆一様にVサ
インを送る。そんなに心配するな頑張って来るからと
の必死な思いが込められている。しかし、本当に欲し
いのは医師のVサインである。

〈奥さんちょっと〉
医師が病室のドアから顔だけのぞかせ、患者に付き添っている奥
さんに「奥さんちょっと」と呼ぶ。悪い検査結果でも出たのではな
いかと、患者は不安である。医師のいう「ちょっと」は患者にとって
は「ちょっと」どころではない。
医師の「ちょっと」した気遣いがほしいものだ。

〈死を刻む時計〉
交通事故や心筋梗塞のように突然やって来る死
は、心の準備をすることも親しい者にさよならを
言う暇もないからよくない。むしろ、がんで死ぬ
方が命が尽きるまでの心の準備ができ、家族や親
しい者に別れを告げる余裕があるからよいという。
しかしこれは本当だろうか？がん患者は死を刻む
時計の音を瞬時も忘れることができない。

〈患者の中の優等生〉
患者の鑑であるとか優等生であると言われる患者の多くは常に笑顔を
絶やさず、多少の痛みは我慢し不平不満を言わない。
しかし、わずかな痛みであっても痛いと訴えなかったため、病状が悪
化し、手遅れになることも少なくない。
口うるさいと思われようとも気になる病状はこと細かに訴える患者こ
そが本当の優等生ではないのか。

〈がん告知の優先順位〉
がんの告知は奥さんががんの場合はご主人に、ご主人ががんの場合は奥さんにではなく、成人し
た息子さんにされることが多い。奥さんを避ける理由は、女性は感情的になることを心配するため
らしい。
でも、ご主人ががんの場合、理由はともあれやはり奥さんに告知するのがもっとも自然ではないか？

エッセイ
の
広  場

It's easy to become too emotional when it comes to Cancer

ニコルス　ピーター
経営コンサルタント

故　武市先生（左）

1994年にご逝去された武
市紀年先生によるがん治
療についてのエッセイを
ご紹介いたします。
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公益財団法人（内閣府所管）　札幌がんセミナー

　私はがんと微生物感染の研究に従事して50年近くにな
りますが、当初は、抗がん剤研究も、がん遺伝子の研究も
10年～20年もすればペニシリンの再来のような画期的な
戦果を期待したものであります。ところがどっこい、がん
はそんな簡単なものではないことがわかってきました。が
んは実に多面的、多様的な問題を呈し、しかも我々人間自
身の体の細胞の生存本能の故に生まれる、あるいは変身す
るという困った妖怪であります。それぞれの研究者の立場
立場で、癌の問題は多様な姿でその本態や問題点が認識さ
れているといえますが、がん研究の道のりはまだまだ遠い
道のりと思われます。
　癌研究はそれ故に今までにない多面的なアプローチの重
要性が認識されてきつつあり、その多様性・多面性を総合
する対がん戦略が必要になってきていると思われます。例
えば、緩和ケアのレベルアップとQOL（それだけで結構、
延命する）の考え方や、タバコや食品に対するライフスタ
イルの改善などのがん予防に対する努力は、トータルのが
ん死を少なくするという点では、大いに見るべき成果が上
がっているといえます。
　さらにまた困った方の問題では、最近頻用されている分

子標的薬に代表される超高額の制癌剤の薬価とその奏効率
の低さ、それを高額医療のカテゴリー故に、ほぼ無料化し
ていることの問題（税金による支出）、前立腺がんのPSAや
乳がんのマンモグラフィー検診の有用性の適否も識者の間
では問題点となっています。混合診療の禁止も、新薬開発
の立場からは大きな障壁となっています。さらにまた近年、
胃ろうの問題や、PETなどの偽陽性の問題も重要な問題で、
これらはいずれも混合診療による柔軟な運用が考えられま
す。それらは直接的な医療行為に加えて、ライフスタイル
や心の問題、さらにまた、医療政策や医療経済、ひいては
国家の財政問題にも密接に関わります。米国のニューイン
グランド・ジャーナル・オブ・メディシンは世界の医学界
で最も権威ある週刊誌の一つですが、同誌では医療の財政
問題が毎週のように取り上げられています。ひるがえって
我国の医療関係者は、この問題を討論する場合はほとんど
ないと思います。
　それらはともかく、これらの幅広い問題についても、今
後の貴財団の果たす役割は際限がないといえます。終わり
にあたり、札幌がんセミナー財団のこれまでの発展を祝し、
今後益々のご発展を祈念いたします。

（平成23年度日本癌学会吉田賞受賞者）

　といっても、全身に張り巡らされた血管ではありません。
がん組織を育てるために新たに作られている血管（腫瘍新
生血管）のことです。
　がん細胞といえども、生存・増殖するためには血流を介
した酸素や栄養分の補給が必要です。逆に、このルートを
遮断してしまえば、がん細胞を兵糧攻めにすることができ
ます。ひとつの血管内皮細胞は、5から50個のがん細胞を
養っている計算になりますので、個々のがん細胞を標的と
した従来の抗がん剤よりも血管を標的とした薬剤の方がよ
り効果的な抗がん作用を発揮できるとの考え方もできま
す。また、がん細胞と異なり、血管内皮細胞をはじめ血管
を構成する細胞は正常ですので、それらの性格は均一であ
り攻め易いとも考えられます。さらに、がん細胞でみられ
るような突然変異も少ないでしょうから、薬剤に耐性とな
る血管内皮細胞はおそらく出て来ないであろうと思われま
す。このように腫瘍血管を標的とすることは、理にかなっ
た抗腫瘍戦略と考えられます。
　実際、大学の研究室や製薬会社では、腫瘍血管を標的と
した薬剤の開発が精力的に行われてきています。
　開発された血管新生因子やその受容体に対する抗体薬や

キナーゼ阻害薬のいくつかは、臨床の場でも使われていま
す。しかし、最近、腫瘍血管を標的とした治療にも問題点
があることがわかってきました。ひとつは、ある血管新生
因子を叩いても別の血管新生因子が働くようになる、もぐ
ら叩きのような現象が起こることです。ふたつめは、血管
を壊すことになるわけですから、酸素濃度の低いところが
できることになります。低酸素の状態はがん細胞をより転
移しやすい性格へと変化させることがあります。また、腫
瘍血管の内皮細胞にはいろいろな顔つきのものがいるよう
で、そのなかには阻害剤に対して耐性を示すものもあるよ
うです。これらの問題を克服するために、血管新生阻害薬
と抗がん剤の併用やそれぞれの投与のタイミングの検討、
ならびに抗新生血管療法の感受性を評価できるバイオマー
カーの探索が行われています。抗腫瘍血管療法剤が両刃の
剣から片刃の剣として活躍する日が待ち望まれます。

前田　浩
崇城大学　特任教授／熊本大学名誉教授

「札幌がんセミナー」を想う

血管なんか壊してしまえ！
浜田　淳一
北海道大学遺伝子病制御研究所
癌関連遺伝子分野准教授
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公益財団法人（内閣府所管）　札幌がんセミナー

　年甲斐もなく、フェイスブックなるものにはまっている。
と申し上げても、フェイスブック（以下FB）のことなどご
存じない方が多いに違いない。
　ハーバード大学の学生だったマーク・ザッカーバードと
いう青年が開発したいわゆるsocial network service（SNS）
の一つで、インターネットを介して双方向の交信ができる
システムである。若者たちは昼食に食べたメニューの写真
などを、FBで紹介し合って、交流を深めているようである。
　まさか74歳の老人が昼食のメニューをFB上に紹介する
はずもないが、はまってしまった理由は別にある。それは
3．11の東日本大震災に関係がある。
　自分に何か出来ることがないか考えあぐねていたとき
に、大震災の2か月ほど前に北大時代の同級生の一人に聞
いたこのFBに想いが到った。FBは他のSNSと違って実名
を登録して、自分の写真を示して交流することが原則であ
る。ネズミ講ではないが、「友達の友達は皆友達だ」という
FBのシステムは、被災地の支援を広げていくには格好の
道具ではないかと思った。
　そして、「子ども支援フェイスブックプロジェクト」なる
ものをFB上に作った。つまり、FBに種々の子ども支援の

プロジェクト案を提案してもらい、優れたものから実施し
ていこうとする計画である。
　始めてしばらく経つが、ネズミ講のように会員が増えて
いくものでもないし、議論は盛んに展開されるが、実際実
行するとなると、そんなに手が挙がるものでないことも分
かった。
　しかし、教え子の医師たち等からの過分の寄付もいただ
き、いまだに意気軒昂といったところではある。間もなく、
英語版・スペイン語版の「子ども支援フェイスブックプロ
ジェクト」もお目見えする。4月からお世話になっている老
健の職員の方々の温かいサポートに包まれながら、プロ
ジェクトのことに忙しく、動き回っている毎日である。

　私は以前、がんは研究さえしっかりやっていれば解決す
ると考えていました。1981年から「国際がんシンポジウム」
を始めることになり、そのような企画を懸命にやることで
がんは解決できると信じていたのです。
　ところが、がんで亡くなる方は身近にたくさんおり、そ
のような方々を私たちは手をこまねいて見ている有り様で
した。こんな時ほどがん研究者としての無力さを実感した
ことはありません。
　そこで、がん対策は研究だけではないということから、
がんの臨床的な問題に関わる話し合いをしようと、1987
年から「冬季がんセミナー」が発足しました。
　その間、研究も進み、がんの診断、治療についても非常
に大きな進展がありました。
　しかし、それでもなおがんで亡くなる方は多く、現在は
毎年30数万人にまで増えています。来年も再来年も、同
じような状態が続くと思います。
　したがって、人間があの世に旅立つことは避けられない
としても、まずがんになるまでの年齢を遅らせ（予防）、が
んで亡くなる時までの年齢を遅らせること（治療）が大切だ
と思います。

　また死ぬまでの心身の苦しみを出来るだけ和らげてあげ
るという、いわゆる「ケア」への関心を持つことも大切であ
ることに気付いたのです。
　そのような背景を考えると、がんに対する私たちの取り
組みも、ずいぶん変わってきたものだと思います。がんの
研究者だけに任せていた時代から、がんの臨床家に、そし
て広い意味の医療者（介護、福祉）や、さらに今は一般市民
を含めたみんなの力を結集しなければならない時代へと変
わってきたのです。
　幸い、私たちの財団は多くの皆様の友情に支えられて、
小さくても自由な発想でのびのび思う存分その力を発揮で
きる状況にあると思います。研究や臨床（ケアを含む）も大
事であり、また市民への啓発・予防も大切であります。
　この意味で公益財団法人札幌がんセミナーは各界、各分
野のみなさまの積極的なサポートをいただきながら、がん
との闘いを上手に発展させていきたいと念願するものであ
ります。
　どうかよろしくお願い申し上げます。

「フェイスブック」って何？
仙道　富士郎

老健施設みゆきの丘施設長
山形大学前学長

がんへの取り組みが変わってきた

小林　博
公財・札幌がんセミナー理事長
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公益財団法人（内閣府所管）　札幌がんセミナー

　身近な人の死因は何といってもがんが多い。昨年は親友
の夫が肺がんで亡くなった。同じ頃、義妹が大腸がんで逝っ
てしまった。人工肛門は着る物にも制約があり、女性とし
ては同情した。それにも増して高額医療を長い期間受けた
ため、ついには親の遺産の都内のマンションまで手放した
ところで亡くなった。
　治療後の副作用に苦しみながら続けたのは何故だったの
だろうか。いずれも若い時から家族ぐるみのお付き合い
だったから悲しかった。
　ある会合で100歳の元気な老人に会った。私の友人の父
上である。30年以上前に彼女は若くしてがんで亡くなり、
やつれた姿を見せたくないと見舞いを拒絶した。私の夫は
1989年に多発性骨髄腫を発症し1994年に亡くなった。5年
の生存は長いと言われた。もう20年も前のことで、その
間に医学は確実に進歩し、特にがんに関しては一般人の意
識も変わってきた。
　その後、私も2つのがんに罹ったが、幸いなことに日常
生活には何の支障もなく過ごしているのが不思議な程であ
る。検査、早期発見だけが明暗を決めるとは思われない。
それを運がよかったというのだろうか。

　このようにがんはいつも自分の周囲で起きて避けて通れ
ない。この上は「がんで死ぬのが一番」という説を肝に銘じ
ておこう。

　今年の5月21日、わが国で広範囲にわたって金環日食が
観られ多くの人たちに感動を与えた。私も静岡まで出向い
て金環日食を写真に撮ってきた。金環になると太陽の光量
は明らかに減少したが、あたり一面が夕方のように暗くな
る皆既日食とは明らかに差があった。宇宙飛行士の毛利  
衛さんは1963年7月、網走で皆既日食を観てからその信じ
られない光景に人生観が変わってしまい、気がつくと宇宙
飛行士になっていたそうである。この時、私も皆既日食を
見るため、網走郡美幌町に出かけていた。高校1年生の時
であった。当日、朝日が地平線から上がった直後の午前4
時14分より皆既日食が始まった。網走では美しいコロナ
やダイアモンドリングを見られたのに対し30km離れた美
幌ではその直前に突然雲がやってきて太陽を隠してしまい
30秒しかない天体ショーは何が起こったかわからないま
ま終了した。つまり、毛利さんは見ることができ、私は見
られなかったのである。感動した毛利さんは宇宙飛行士に
なり、感動を得られなかった私は医師になった。
　2009年7月、わが国では46年ぶりの皆既日食を観るため
屋久島に渡ったが、荒天のためまたもや観察することがで
きなかった。めったにない機会を二度も逃がした衝撃は大

きかった。どうしても皆既日食を観たいという要求が大き
くなり、2010年7月、南太平洋で観察された皆既日食に飛
行機をチャーターし、雲上から観るツアーに参加した。午
前8時27分とうとうその時はやってきた。急に辺りが暗く
なり、真っ黒な太陽とその周りを光り輝いている美しいコ
ロナを観ることができ夢中でカメラのシャッターを切っ
た。5分もの持続時間があったため超望遠レンズの着いた
カメラから目をずらしたところ、黒い太陽だけでなく辺り
の景色も一望することができ超自然現象の真っ直中にいる
ことが実感できた。終了直前には、ダイアモンドリングの
美しい輝きを観察できさらに感動が深まった。
　すっかり皆既日食の魅力の虜となり、2030年までの皆
既日食の日程を調べあげた。皆既日食ツアーをすべての予
定に優先させ、残りの人生を楽しみたいと思っている。

寿

　「長命」と「長寿」は違う。長命は疾病を抱え、呻
吟しながらもただ生きているということであり、長
寿とは健康長寿を意味し、元気に社会に役立つよ
うな生活を送ることである。
　長命と長寿の区別は日本語のなかにはあるが、
英語での区別はない。辞書を調べる限りは両者と
もにlong lifeとかlongevityと訳される。天寿は
natural lifeとか、natural deathとなってしまう。
　漢字の「寿」に該当する喜びのニュアンスは英語
にはどうも見つからないようだ。（小林　博）

猪俣　幸子
裏千家茶道教授

がんに思う

浅香　正博
北海道大学大学院医学研究科がん予防内科　

日食マニア
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公益財団法人（内閣府所管）　札幌がんセミナー

　がん病理の世界的大家であられる著者が、一転、スリラ
ンカの農村に暮らす子ども達を相手に、健康増進活動を支
援し続けた10年に亘る記録を綴られたものが本書である。
小林先生をご存知の方なら、「へ？一体何故、病理学から
公衆衛生へ」と思われる方も多いことであろう。しかし、
本書を紐解くならば、スリランカの、しかも子ども達が生
活習慣の改善に取り組むことの意義と重要性を、読者の誰
もが大いに納得されるはずである。
　人間はいずれ死ぬ。がんがあってもなくても必ず死ぬ。
ならば、現実的ながん解決への道は、がんを予防すること
ではないか。
　そう考えた著者は、途上国でも生活習慣病が最も多いと
されるスリランカを訪れ、大人を対象に噛みタバコによる
口腔がんの予防活動を始められた。しかし、
大人の意識を変えることの難しさに直面し
た。では、子ども達はどうであろう。子ども
は感性豊かで純真だし、素直に反応してくれ
るのではないか。
　早速4つの学校を選び、子ども達の主体性
を尊重した保健活動を始めてみたところ、見
事に子どもたちは著者の思いに敏感に反応を
示したのである。
　しかも、子どもたち自身が変わったばかり
でなく、著者の予想を超えて、学校が変わり、

親が変わり、地域までもが変わって行ったのである。
　世界的に益々深刻化する生活習慣病。小林先生のがん予
防にかける熱い情熱と、著者が発見した画期的な予防策へ
のヒントが本書には溢れている。是非、ご一読をお勧めし
たい。

（順天堂大学医学部公衆衛生学准教授　湯浅資之）

　14年間に40回を超える渡航、しかも一つの国への渡航を想像してください。
　これは当セミナー小林理事長のスリランカへの渡航記録です。そして、この
幾たびの渡航から新たな確信が生み出されました。
　「途上国でのがん予防は生活習慣病対策から」そして「学校を変え、子供の健
康行動を変え、そしてコミュニティーを、大人を変えてゆくべきだ」
　この確信は財団の「学び」の結果のひとつでもあります。
　2002年には財団のスリランカ・国家がん対策プログラムの一環として、コ
ロンボ市にて第1回の「がん対策セミナー」が開催され、いままでに4年毎に3回
開催されました。このセミナーは、この二つの確信を実践につなぐ良いきっか
けでもあったのです。

　2004年、小林理事長のリーダーシップによって、学校保健に「がん」を含む生
活習慣病対策を位置づけるモデルをスリランカで作ろうという事業案がま
とまりました。この事業を国際協力機構（JICA）に提案したところ、「草の
根技術協力プロジェクト」として採択され、2005年から3年間にわたり、ス
リランカの南部地域において、当財団が組織した日本、スリランカ合同チー
ムにより実施されました。4つの小学校とその通学地域を対象として健康
増進のための組織づくり、学校教育の環境改善、教師の訓練、教材開発、
コミュニティーへのヘルスメッセージの発信等が行われました。
　この事業は「学校の子供たちを主役として、地域保健活動を実施する」と
いう新しいアプローチへの実験的な取り組みでもあったのです。事業の成
果は2011年に「国際保健医療学会雑誌第25巻第4号」に英語で論文として掲
載されています。（半田祐二朗）

スリランカから届いた笑顔3海外における調査研究事業

子どもの力で「がん予防」　親を変え地域を変えた日本人医師のスリランカでの健康増進活動
小林博著（小学館101新書）
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は
じ
め
に

　
ア
ジ
ア
諸
国
を
歩
き
、
ア
ジ
ア
人
の
日
常
の
営
み
を
垣
間
見
な
が
ら
、
私
が
特
に
関
心
を
抱
い

た
の
は
そ
の
国
の
人
々
の「
生
き
方
」と「
死
に
方
」。
と
り
わ
け
人
間
の「
死
の
か
た
ち
」と
も
い
う

べ
き
も
の
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
端
的
に
い
え
ば「
ア
ジ
ア
の
人
た
ち
は
ど
ん
な
死
因
で
そ
の
一
生

を
終
え
る
か
」と
い
う
問
題
で
あ
る
。

　

日
本
で
は
東
日
本
大
震
災
で
膨
大
な
数
の
方
々
が
犠
牲
と
な
ら
れ
た
。
こ
ん
な
悲
し
い
時
代
に

人
間
の
死
を
考
え
る
の
は
辛
い
こ
と
だ
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
人
間
は
死
ぬ
。
だ
れ
ひ
と
り
例
外

は
な
い
。死
と
向
き
合
い
、死
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
は
ど
ん
な
状
況
下
で
も
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。

　

私
は
ア
ジ
ア
諸
国
を
訪
ね
な
が
ら
、
一
方
に
お
い
て
W
H
O（
世
界
保
健
機
構
）の
死
因
統
計
や

障
害
調
整
年
数
統
計（
略
称
ダ
リ
ー
）、
さ
ら
に
は
U
I
C
C（
国
際
対
が
ん
連
合
）の
情
報
を
綿
密

に
考
察
し
、
私
な
り
の
推
論
を
ま
と
め
て
み
た
。

　

漠
と
し
た
風
評
や
過
去
の
イ
メ
ー
ジ
に
頼
る
こ
と
な
く
、
確
た
る
数
字
の
裏
付
け
を
基
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
国
の
人
達
の「
生
死
」と
い
う
、
人
間
と
し
て
も
っ
と
も
根
源
的
な
問
題
を
き
っ
ち
り
と

と
ら
え
直
し
て
み
よ
う
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

　

本
書
は
ア
ジ
ア
を
中
心
に
纏
め
て
み
た
も
の
だ
が
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
広
く
ア
フ
リ
カ
、
ロ
シ

ア
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
国
々
を
も
含
め
て
み
た
。
こ
れ
は
互
い
を
比
較
す
る
こ
と
で「
ア
ジ
ア
」

が
も
っ
と
よ
く
見
え
て
く
る
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
い
ず
れ
の
国
で
も
、
そ
の
生

活
レ
ベ
ル
や
生
活
習
慣
、
そ
し
て
食
べ
物
、
風
土
な
ど
の
違
い
が
、
そ
の
国
に
特
有
の
死
亡
原
因

を
形
作
っ
て
い
る
こ
と
を
確
か
め
た
。「
や
は
り
」と
い
う
べ
き
か
、「
生
き
方
」が「
死
に
方
」を
決

定
づ
け
る
の
で
あ
る
。
病
気
の
な
か
で
は
と
く
に「
が
ん
」と「
感
染
症
」に
軸
足
を
お
い
て
検
討
し

て
み
た
。

　

本
書
が
読
者
に
と
っ
て「
ア
ジ
ア
」と「
ア
ジ
ア
人
」理
解
の
一
助
に
な
れ
ば
、
こ
の
上
な
い
喜
び

で
あ
る
。

著　

者

「
が
ん
」と「
感
染
症
」か
ら
み
た

 

ア
ジ
ア
人
の「
生
と
死
」

小
林　

博
著

目
次

は
じ
め
に

Ⅰ　

北
東
ア
ジ
ア

韓
国　
ソ
ウ
ル

・
屈
折
す
る
対
日
感
情

・
似
た
も
の
同
士
日
韓
の
疾
病
構
造

・
一
歩
先
を
行
く
韓
国
の
が
ん
予
防

・
肺
が
ん
検
診
に
意
味
は
あ
る
の
か

・
韓
国
の
前
向
き
な
が
ん
治
療

中
国　

旅
順
・
南
京

・
仮
に
日
露
が
戦
わ
な
け
れ
ば

・
人
間
に
ど
ん
な
死
に
方
が
あ
る
か

・
新
装
の
南
京
虐
殺
記
念
館
で
見
た
も
の

・ 

外
国
人
は
中
国
で
み
ん
な
悪
い
こ
と
を
し

た
！

  

香
港・ア

ヘ
ン
を
売
り
つ
け
た
英
国
の
野
望

・
ア
ヘ
ン
戦
争
の
結
末

・
中
国
本
土
と
は
違
う
香
港
の
死
因

  

北
京
・
杭
州

・
結
核
な
ど
、
未
だ
に
止
ま
な
い
感
染
症

・
富
裕
層
の
た
め
の
豪
華
病
棟

・ 

中
国
沿
岸
部
の
肺
が
ん
と
内
陸
部
の
胃
が

ん
・
油
煙
に
よ
る
女
性
の
肺
が
ん

・
局
地
的
に
集
中
発
生
の
食
道
が
ん
ほ
か

台
湾　

台
北

・
台
湾
に
独
自
の
死
因
統
計

・ 

世
界
初
の「
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
」の
誕
生

・
南
ア
ジ
ア
特
有
の
上
咽
頭
が
ん

・ 

イ
レ
ッ
サ
は
北
東
ア
ジ
ア
人
の
肺
が
ん
に
よ

く
効
く

・ 
こ
れ
か
ら
増
え
る
ア
ジ
ア
の
が
ん
に
ど
う
立

ち
向
か
う
か

Ⅱ　

東
南
ア
ジ
ア

フ
ィ
リ
ピ
ン　
マ
ニ
ラ

・ 

感
染
症
看
視
の
W
H
O

・ 

妊
産
婦
と
周
産
期
の
子
ど
も
の
生
死
（
母

子
保
健
）

ベ
ト
ナ
ム　
ハ
ノ
イ
・
ホ
ー
チ
ミ
ン
シ
テ
ィ

・ 

祖
国
に
捧
げ
た
若
い
生
命

・ 

オ
レ
ン
ジ
剤
と
子
ど
も
の
奇
形

・ 

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
後
遺
症

カ
ン
ボ
ジ
ア　

プ
ノ
ン
ペ
ン
・
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ

・ 

ポ
ル
・
ポ
ト
に
よ
る
自
国
民
大
虐
殺

・ 

拷
問
、
虐
殺
が
な
ぜ
起
き
た
か

・ 

無
気
力
に
な
っ
た
ク
メ
ー
ル
人

・ 

累
々
と
積
み
重
ね
ら
れ
た
ヒ
ト
の
頭
蓋
骨

タ
イ　
バ
ン
コ
ク
・
チ
ェ
ン
マ
イ

・ 

感
染
症
の
ト
ッ
プ
は
エ
イ
ズ

・ 

生
ぬ
る
い
喫
煙
対
策

・ 

が
ん
の
な
か
で
と
く
に
目
立
つ
肝
が
ん

・ 

子
宮
頸
が
ん
予
防
の
H
P
V
ワ
ク
チ
ン

・ 

寄
生
虫
で
起
き
る
胆
管
が
ん
ほ
か

・ 

意
外
と
多
い
感
染
性
因
子
に
よ
っ
て
起
き

る
が
ん

・ 「
感
染
症
」
か
ら
「
非
感
染
症
」
へ
対
策

切
り
換
え
の
難
し
さ

マ
レ
ー
シ
ア　

ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
・
ペ
ナ
ン

・ 

異
人
種
が
一
緒
に
住
む
難
し
さ

・ 

ピ
ロ
リ
菌
に
よ
る
胃
が
ん
発
生
の
人
種
差

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

・ 

世
界
の
「
医
療
ハ
ブ
」
を
目
指
し
て

・ 

西
洋
化
し
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
が
ん

・ 

罹
患
率
と
死
亡
率
の
ず
れ

・ 

強
権
的
な
国
の
政
策

イ
ン
ド
ネ
シ
ア　

ジ
ャ
カ
ル
タ

・ 

が
ん
よ
り
も
多
い
感
染
症

・ 

国
立
小
児
が
ん
病
院
で
見
た
も
の

・ 「
経
済
格
差
」
は
「
健
康
格
差
」
に

・ 

大
人
の
犠
牲
に
な
る
子
ど
も
達

ミ
ャ
ン
マ
ー　
ヤ
ン
ゴ
ン

・ 「
ビ
ル
マ
の
竪
琴
」
と
英
霊
の
碑

・ 

目
立
つ
子
ど
も
の
マ
ラ
リ
ア
と
脚
気

・ 

私
の
「
が
ん
相
談
」

・ 

死
に
ゆ
く
人
に
ど
う
対
し
た
ら
い
い
か

・ 

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
ホ
ス
ピ
ス
と
死
の
看
取
り

Ⅲ　

南
西
ア
ジ
ア

イ
ン
ド　
ニュ
ー
デ
リ
ー

・ 

生
と
死
の
隣
合
せ
の
現
実

・ 

大
人
が
ハ
ン
デ
ィ
の
子
ど
も
を
物
乞
い
に

・ 

周
産
期
死
亡
の
地
域
格
差
と
性
差
別

・ 

な
か
な
か
減
ら
な
い
感
染
症
、
と
く
に
結

核
・ 

再
流
行
の
危
険
を
孕
む
ポ
リ
オ

・ 

ロ
ー
タ
リ
ー
の
ポ
リ
オ
撲
滅
運
動

・ 

地
域
に
よ
っ
て
違
う
イ
ン
ド
の
が
ん

パ
キ
ス
タ
ン　
ラ
ホ
ー
ル

・ 

食
中
毒
で
ダ
ウ
ン
し
た
私

・ 

意
外
と
多
い
下
痢
性
疾
患
と
結
核
ほ
か

・ 
統
計
数
値
の
信
憑
性
は
大
丈
夫
か

・ 
が
ん
学
会
は
途
上
国
に
役
立
っ
て
い
る
か

ス
リ
ラ
ン
カ　
コ
ロ
ン
ボ

・ 

な
ぜ
頻
回
に
訪
ね
た
か

・ 

学
校
保
健
へ
の
期
待

・ 

他
人
を
助
け
る
と
い
う
こ
と
の
意
味

・ 

望
ま
し
い
国
際
支
援
と
は

・ 

小
太
り
の
中
年
女
性
の
糖
尿
病
と
高
血
圧

・ 

先
進
国
並
み
の
健
康
指
標
に
潜
む
戦
争
の

陰

Ⅳ　

そ
の
他
の
関
係
国

  

― 

ア
ジ
ア
と
の
比
較
の
意
味
で

ア
フ
リ
カ
大
陸

  

ジ
ン
バ
ブ
エ
・
ザ
ン
ビ
ア
・
ボ
ツ
ワ
ナ

・ 

人
獣
共
通
の
感
染
症
と
は

・ 

猛
威
を
振
る
う
感
染
症
、
と
く
に
エ
イ
ズ

・ 

エ
イ
ズ
が
社
会
問
題
に

・ 

マ
ラ
リ
ア
の
流
行
が
生
活
苦
に

・ 

顧
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
熱
帯
病

・ 

ア
フ
リ
カ
特
有
の
珍
し
い
が
ん

南
ア
フ
リ
カ
共
和
国

  

ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
・
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン

・ 

貧
民
窟
ソ
ウ
エ
ト
を
囲
む
フ
ェ
ン
ス

・ 

が
ん
外
科
の
基
本
理
念
の
違
い

・ 

時
代
に
よ
っ
て
変
わ
る
が
ん
の
原
因

・ 

地
域
に
よ
っ
て
違
う
が
ん
の
原
因

・ 

対
策
に
戸
惑
う
原
因
不
明
の
が
ん

ロ
シ
ア　
モ
ス
ク
ワ

・ 

目
立
つ
ア
ル
コ
ー
ル
が
ら
み
の
傷
害
死

・ 

短
命
な
ロ
シ
ア
人
男
性

・ 

G
D
P
と
人
間
の
幸
福
度

・ 

ど
ん
な
病
気
で
死
に
た
い
か
、
そ
の
回
答
に

驚
く

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア　
シ
ド
ニ
ー
・
メ
ル
ボ
ル
ン

・ 

迫
害
と
自
滅
の
ア
ボ
リ
ジ
ニ

・ 

入
国
時
の
厳
し
い
食
品
検
査

・ 

紫
外
線
に
よ
る
皮
膚
が
ん

・ 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
が
ん
対
策

・ 

ア
ジ
ア
に
西
洋
の
パ
ラ
ダ
イ
ス

Ⅴ　
「
生
」
か
ら
「
死
」
を
見
る

・ 「
生
」
か
ら
「
死
」
を
直
に
見
る
「
ダ
リ
ー
」

・ 

生
の
指
標
ダ
リ
ー
と
死
亡
率
の
関
係

・ 

国
別
と
死
因
別
に
み
た
ダ
リ
ー

・ 

ダ
リ
ー
へ
の
批
判
と
評
価

・ 「
障
害
の
な
い
健
康
寿
命
」
へ
の
新
た
な
視

点
・ 

健
康
長
寿
の
た
め
の
条
件

お
わ
り
に

・ 

一
様
で
は
な
い
ア
ジ
ア

・ 

ア
ジ
ア
統
合
へ
の
夢
、
欧
州
連
合
（
E
U
）

と
比
べ
て

・
謝
辞

読者のみなさん
　この書籍（公財・札幌がんセミナー発行　A5判変型、231頁）は公益財団法人札幌がんセミナーの海外調査研究事業の一端を紹介したものです。ア
ジアの貧しい人達、とくにがんや感染症に苦しむ人達になにかしてあげたいとの気持ちで纏めたものです。入手ご希望の方は財団事務局にFAXでお申
し込み下さい。寄附者のご好意で送料を含め無料でお届けいたします。

ポリオワクチンを受けた子どもは左の小指に
緑のインクをつけて目印とする（国際ロータリー
のポリオ撲滅キャンペーンから）
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公益財団法人（内閣府所管）　札幌がんセミナー

　一般市民に対するがんの啓発・予防活動の一環としてが
んの各分野のエキスパート6人の講演を毎年4月の週末土
曜を中心に毎週集中的に行っています。がんを知って「賢
くなること」ががんから身を守る第一歩ともなります。
　各演者約1時間のお話のあと30分の質疑応答をするよう
にしています。この自由な質疑応答によって市民のがんに
対する理解は目立って改善されているのではないでしょう
か。
　テーマはそれぞれの臓器がん、たとえば乳がん、肺がん
などの原因、診断、治療といった具体的な問題です。さら
に、がんになったときお金はどのくらいかかるのか、がん

保険はどのように受けとめたらよいかという、お金に関わ
る現実的な問題にも関心がもたれるようになりましたね。
　一方、がんになってどうしても助からないとわかったと
きはどうしたらよいか、緩和医療はどのような現状になっ
ているかについても議論されます。
　このセミナーは道新文化センターとの共催で、北海道文
化放送uhb大学の協賛もいただいています。プログラムの
作成、ならびに司会は（公財）札幌がんセミナーが担当し、
PR並びに会場設営は道新文化センターの担当です。
　今後ともこの市民との交流の場を介して、がんの解決に
市民とともに努力していきたいと考えています。（小林　博）

　抗がん薬の起源は毒ガスです。1917年にドイ
ツ軍が使用して以来、第一次世界大戦ではサル
ファーマスタードガスという毒ガスが実戦に用
いられました。
　この毒ガスがリンパ球の減少を来たすことが
分かり、サルファーマスタードガスから揮発性
の少ないナイトロジェンマスタードが抗がん薬
として開発されました。1942年にリンパ腫とい
うリンパ球のがんの患者さんにナイトロジェン
マスタードが投与されて、腫瘍縮小が得られた
のが、臨床で抗がん薬が用いられた最初の例で
す。しかし、この情報は当時の軍事機密であり、
公表されたのは1946年のことでした。（秋田弘俊）

　「がん」になると大きな経済的負担がのしかか
る。必要経費は日本医療政策機構の調査（2010
年）によると年間133万円。就労も厳しくなる。
　がんになった人の30％が退職。4％が解雇と
いうこともあるらしい。がんになると経済的に
生活困難となる。がん難民も生まれる。

（市民の声）

厚労省
「レバ刺し」禁止！　　それならタバコは？

1）がん特別セミナー

発表の記事

4がん啓発・予防事業
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聴講者から質問・要望など
　がん特別セミナー大変勉強になりました。次回も楽しみ
にしています。
　外来で採血 をして、病気は無いと医師に言われた時は、
ガンも無いと理解をして、良いのでしょうか。
　北海道はがんの医療費も死亡率も高いとの事。予防を生
活を見直さなければならないのに「スイーツ王国」などとは
自慢になるのでしょうか？
　「腫瘍内科」とはどのようなことをする科なのか？　具体
的に知りたいです。

　一番聞きたくて聞きにくかったガンとお金のこと、保健
のことを聞けてよかったです。とてもよい企画だったと思
います。今後もこういうことを聞ける機会を設けてほしい
です。
　尊厳ある人生の最期を迎えるために心の準備として「チャ
プレン」のお話しも聞きたいと思います。
　乳癌の手術後のリンパマッサージについて知りたいです。
どうしてむくみがおこるのか？　おこる人とおこらない人
の違いは何ですか？
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公益財団法人（内閣府所管）　札幌がんセミナー

　ある日憔悴しきった初老のご婦人が見えらた。
　「某病院で卵巣がんの手術をしたのですが、再発したら
しく、いま化学療法を受けているのです。ところがこれが
大変辛くて、できれば薬は止めたいのですが、どうしたら
いいでしょうか？」とのことだった。
　「化学療法はがん治療に必要なものですが、もし本当に
辛いと思うのなら止めてほしい、と先生にはっきりお願い
したらどうですか？」とお話ししたところ、「先生にそのよ
うなことをいえる雰囲気ではありません。これがベストだ
からそうしなさいといわれるので、それに従っているので
す。ところが、これが死ぬほど辛くて……。できれば止め
たいのです」というのである。
　「化学療法を受けるかどうかを決めるのは、最終的には
貴女自身の決断なのですよ。だから自分が薬を止めたいと
いうなら先生にはっきりそうお願いしてごらんなさい」と
励ましました。なんとか納得していただいたようで「そう

ですね、先生にはっきりお願いしてみます！」といって帰っ
ていった。
　1、2か月して同じご婦人がまた見えられた。
　以前よりもっとやつれた様子である。「先生に薬を止め
てほしいとお願いしました。ところが先生に「私のいうこ
とを聞けないの？　そんなことで薬を止めたら死んでしま
うよ。死んでもいいの！」と叱られてしまいました。
　そこで止むなくまた薬の注射を受けたのですが、もうど
うにも辛くて……」という声はほとんど聞こえなかった。

（岩波書店「がんに挑む　がんに学ぶ」から一部抜粋）

2）がん相談

　13年前に左肺下葉に径3cm程の腺癌が見つかり下葉全摘
出。以来年に一度胸腹部の検診を受診。昨年10月に腹部
エコーで、右腎臓に径3cm程の腫瘍らしき物が有るとの診
断。そこで、どのような処置を受けるべきかを、がんセミ
ナーの小林博先生に相談しました。
　私は札幌斗南病院の清水先生が実施している凍結手術を
希望し受診した結果、腫瘍が腸管に接していて凍結手術は
不可能との診断。そこで内視鏡での摘出を希望し、小林先
生から北海道がんセンターに紹介戴きました。

　そうして、この2月2日に腹部に4箇所小孔を穿っての内
視鏡での癌摘出手術を受け、無事に癌は摘出。癌は明細胞
型腎癌で悪性度は1～2、転移のリスクは5％との診断。以
来2か月半経過した現在は体力気力とも、術前状態に回復。
私の希望をくんでの適切な助言と具体的な対応に感謝しつ
つ、病の早期発見・早期治療の必要性とその大事さを感じ
入っている次第です。

（北海道野生動物研究所所長、門崎允昭、73歳）

がんの患者さんやそのご家族の方のための「がん相談室」では、これまでに1,000件を超える相談を受けています。
このコーナーでは、がん相談室の活動や実際に相談室をご利用いただいた方から寄せられた声を紹介いたします。

　予め電話で日時の予約確認ののち、財団事務所に来
ていただく方式です。
　1件あたり30分から1時間余の面接を現在も無料で
行っています。

TEL 011-222-1506
毎週月～金曜日 10：00～16：30

　がんに悩む方々、そのご家族のご来訪をお待ち致し
ております。

あるご婦人からの相談

どんな相談がありましたか？

がん検診の大切さを痛感！

患者さんの声

がん相談室のご利用方法
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公益財団法人（内閣府所管）　札幌がんセミナー

　がんと診断されてもすぐあきらめる必要はなくなった。それ
ぞれがん専門の外科医を紹介してもらい手術摘出を受けるこ
とが第一歩である。
　手術の後、病期（がんの広がり）が診断される。Ⅰ期の早期
であれば、そのまま経過観察として様子を見ても大丈夫であ
る。Ⅲ期以降の進行がんと診断された場合、がんの再発を予
防するために補助療法が必要になる。
　問題になるのは、早期がんでもⅡ期と診断された場合。そ
の場合にはかなり確率は低いが再発する可能性があるので、
医師は補助療法を勧めるのが一般的である。しかし、治療を

受けるかは患者さんの選択である。その選択のために、それ
ぞれの治療の特性の理解が必要である。化学療法や放射線療
法はかなりの副作用を伴うので、補助療法を受ける前に患者
さんは、主治医とよく話し合うことが必要。主治医は病期ごと
に化学療法をしない場合とした場合の再発率を示してくれる。
　年齢によっても病状の進行は変わってくる。40歳代、50歳
代のがんは進行が速いが化学療法に感受性が高いので、つ
らい副作用に耐えて化学療法を受けるべきであろう。しかし、
再発のリスクの低い場合や高齢者では化学療法を受けずに
経過を見てもらう選択もある。解らないことは解るようにな
るまで医師と話し合ってから、治療法を選択することも肝心
である。　　　　　　　　　　　　　　　　 （細川眞澄男）

どんな治療を受けたらよいのか

　私どもががん研究を始めた50年前は「がん＝死」で、もし治
る人がいたら奇跡とまでいわれた。いまがんは半分以上の人
がたすかるのだから、これだけでも世の中大きく変わったもの
である。なぜこんなに治るようになったのだろうか？　医学・
医療が進んだからといえばそれまでだが、一番大きな理由は
何といっても治りのいい早期のがんが見つかるようになったか

らである。
　早期がんはなぜ治りがいいかというと、がんが小さいから
手術でとり易いこともあるが、それだけではない。もっと大事
なことは早期のがんはまだ十分に悪性化していないため転移
の心配がないからである。このような早期のがんが多く見つか
るようになったのは国民のがんへの関心が高まり早く病院で検
査を受けるようになったこともあるし、また診断のため検査技
術が急速に進歩してきたからでもある。　　　　 （小林　博）

どんな治療が行われているか

　「がん相談」でいつもぶちあたる壁がある。とりきれない不治
のがんをどうしたらいいかというときである。がんはならない
に越したことはないし、がんになってもうまく治ればこんな素
晴らしいことはない。だが、不運にもがんで命を落とす人も
少なくない。
　それではがんをとり切れないとわかったときはどうしたらよ
いのだろうか？　結局はがんはあってもよい、というよりがん
はあっても止むを得ないと思わざるを得なくなってしまう。
　医学はずいぶん進んだ。医学の教科書を読んでいると大半

の病気の原因がわかるし、どのように診断し治療していったら
よいかも克明に書かれている。ところが、病気が治し切れな
いとわかったとき、たとえば不治のがんになったときに患者は
どうしたらいいかというような、患者にとって深刻で、もっと
も知りたい大切なことはあまり書かれていない。これでは真の
医学とは言えない。
　端的にいって、治すことだけに腐心したかつての「驕れる医
学」からいま死を見つめる生身の人間をみる「謙虚な医学」が求
められている。つまりこれからは「対決の医学」だけではなく「対
話の医学」への拡大が望まれているように思う。

（小林　博）

がんはあってもいい？

　私は自らのがん経験を踏まえ、そのあとの人生はすべても
うけものと思っている。ただ勝手に「もうけた」と思ってはいけ
ない、なにかこの世にお返しをしなければいけない。そのため
に何をしなければならないかといろいろ考えた。いろいろあり
過ぎて考えはまとまらなかった。
　そのうち私は残された自分の生命は「あと1、2か月しかない」
と思うことから始めようと思うようになった。そうするといま自
分は何をしなければならないかに気づくようになるのではない
か？　いままで大切だと思っていたことがそうでもなくなった

り、逆に小さなことのなかに非常に大切なものがあることにも
気付く。そういうことを期待したからである。
　要するに「あと1、2か月」というのは「グズグズしていると生
きているうちにならねばならぬ大切なこと、大袈裟に言うとこ
の世への恩返しをやらずに終わってしまうぞ、そうなると大き
な心残りになるぞ」という自分への警鐘でもあった。
　何かせっつかれるような気がしないでもないし、周辺の人、
とくに家内から「どうしてそんなに急ぐの」といわれ、それもそ
うだなと思ったり、迷いは尽きない。とにかく時間は大事に使
いたいものだ。 （小林　博）

自らのがん経験から教わる

　寅さんは肺がんで亡くなったといわれるが本当の病名は
肝臓がん。肝臓がんが肺に転移したので「肺にがんがあるか
ら肺がん」とメディアが間違ってしまった。がんがどこに転

移（飛び火）しても原発（火もと）の病名
が正しい。だから寅さんの死因はあく
まで肝がんなのである。よく間違われて
しまう。　　　　　　　　　 （小林　博）

寅さんは肺がん？
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公益財団法人（内閣府所管）　札幌がんセミナー

　がん治療は最初の治療が明暗を分ける疾患です。再発や転
移が生じれば救命できないことが多いため、最初の最適な治
療が重要であります。
　現在、道内にはがんの専門的な医療を提供できる「がん診療
連携拠点病院」として厚労省より指定を受けているのは21施設
です。その中でも各都道府県で中心的な役割を担う施設として

当院は「都道府県がん診療連携拠点病院」に指定され、北海道
内のがん診療において、中心的・先導的な役割を担っています。
　外科系・内科系のがん治療専門医はもとより、放射線治療
の専門医が4名も在籍しており、日本で5指に入る症例数の治
療を行っています。また臨床研究部、薬剤部・看護部などの
スタッフの研修にも力を入れています。
　さらに「かん相談・支援・情報室」の充実や患者活動の場と
して「ひだまりサロン」の設置など、がん診療に必要な総合的
な視点から施設運営を行っています。最善のがん治療を提供
すべく、誠意と熱意を持って院内の職員が一丸となっています。

北海道のがん診療連携拠点病院紹介

このコーナーでは、道内のがん診療連携拠点病院をとりあげ、各病院の特色や力を入れている分野
について紹介していきます。第1回目は「北海道がんセンター」です。

種　別 病院名 郵便番号 住所 電話番号
（代表）

FAX番号
（代表） e-mail（代表） HPアドレス 所属2次

医療圏
都道
府県

独立行政法人国立病院機
構 北海道がんセンター 003-0804 札幌市白石区菊水4条2-3-54 011-811-9111 011-832-0652 nohara@sap-cc.go.jp www.sap-cc.org/ 札幌

地　域 市立札幌病院 060-8604 札幌市中央区北11条西13-1-1 011-726-2211 011-726-7912 － www.city.sapporo.jp/
hospital/ 札幌

地　域 砂川市立病院 073-0196 砂川市西4条北3-1-1 0125-54-2131 0125-54-0101 info@med.sunagawa.hokkaido.jp
www.med.sunagawa.
hokkaido.jp 中空知

地　域 医療法人王子総合病院 053-8506 苫小牧市若草町3-4-8 0144-32-8111 0144-32-7119 msw01@ojihosp2.jp www.ojihosp.or.jp/ 東胆振

地　域 北見赤十字病院 090-8666 北見市北6条東2-1 0157-24-3115 0157-22-3339 ktmnsk@kitami.jrc.or.jp www.kitami.jrc.or.jp/ 北網

地　域 JA北海道厚生連 帯広厚
生病院 080-0016 帯広市西6条南8-1 0155-24-4161 0155-25-7851 － www.dou-kouseiren.com/

byouin/obihiro/ 十勝

地　域 JA北海道厚生連 旭川厚
生病院 078-8211 旭川市1条通24-111-3 0166-33-7171 0166-33-6075 ganrenkei.ASA@ja-hokkadoukouseiren.or.jp

www.dou-kouseiren.com/
byouin/asahikawa/ 上川中部

地　域 市立釧路総合病院 085-0822 釧路市春湖台1-12 0154-41-6121 0154-41-4080 kh530204@kushiro-cghp.jp www.kushiro-cghp.jp/ 釧路

地　域 市立函館病院 041-8680 函館市港町1-10-1 0138-43-2000 0138-43-4434 hmh@hospital.hakodate.hokkaido.jp
www.hospital.hakodate.
hokkaido.jp/ 南渡島

地　域 社会医療法人母恋 日鋼
記念病院 051-8501 室蘭市新富町1-5-13 0143-24-1331 0143-22-5296 contact@nikko-kinen.or.jp www.nikko-kinen.or.jp/ 西胆振

地　域 社会福祉法人函館厚生院
函館五稜郭病院 040-8611 函館市五稜郭町38-3 0138-51-2295 0138-56-2695 － www.gobyou.com/ 南渡島

地　域 札幌医科大学附属病院 060-8543 札幌市中央区南1条西16-291 011-611-2111 011-621-8059 narita.j@sapmed.ac.jp web.sapmed.ac.jp/hospital/ 札幌

地　域 JA北海道厚生連 札幌厚
生病院 060-0033 札幌市中央区北3条東8-5 011-261-5331 011-271-5320 websup.sap@ja-hokkaidoukouseiren.or.jp

www.dou-kouseiren.com/
byouin/sapporo/ 札幌

地　域 北海道大学病院 060-8648 札幌市北区北14条西5丁目 011-716-1161 011-706-7627 mhp-webmaster@huhp.hokudasi.ac.jp www.huhp.hokudai.ac.jp 札幌

地　域 医療法人渓仁会 手稲渓
仁会病院 006-8555 札幌市手稲区前田1条12-1-40 011-681-8111 011-685-2998 teine@keijinkai.or.jp www.keijinkai.com/teine/ 札幌

地　域 旭川医科大学病院 078-8510 旭川市緑が丘東2条1-1-1 0166-65-2111 0166-65-6114 iji-iji@jimu.asahikawa-med.ac.jp
i-shien@jimu.asahikawa-
med.ac.jp 上川中部

地　域 市立旭川病院 070-8610 旭川市金星町1-1-65 0166-24-3181 0166-24-1125 p-hospital@city.asahikawa.hokkaido.jp
www.city.asahikawa.
hokkaido.jp/fi les/hospital 上川中部

地　域 独立行政法人労働者健康
福祉機構 釧路労災病院 085-8533 釧路市中園町13-23 0154-22-7191 0154-25-7308 shomukatyou@kushiroh.rofuku.go.jp www.kushiroh.rofuku.go.jp 釧路

地　域 社会医療法人 恵佑会札
幌病院 003-0027 札幌市白石区本通14丁目北1-1 011-863-2101 011-864-1032 kwamura@keiyukaisapporo.or.jp www.keiyukaisapporo.or.jp 札幌

地　域 KKR札幌医療センター 062-0931 札幌市豊平区平岸1条6-3-40 011-822-1811 011-841-4572 kohnan-m@kkr-smc.com www.kkr-smc.com 札幌

地　域 独立行政法人国立病院機
構 函館病院 041-8512 函館市川原町18-16 0138-51-6281 0138-51-6288 1105iy01@hosp.go.jp hnh-hosp.jp/ 南渡島

北海道内のがん診療連携拠点病院

西尾　正道
北海道がんセンター　院長

（住所）札幌市菊水4条2丁目3番54号
（電話）011-811-9111（代表）

（地下鉄） 地下鉄東西線「菊水駅」下車 3番出口より徒歩3分
（自動車） 駐車場は台数に限りがあります
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公益財団法人（内閣府所管）　札幌がんセミナー

　お陰さまで（公財）札幌がんセミナーのご趣旨にご賛同をいただき多額のご寄附を頂戴いたしております。「感
謝」の一語あるのみです。ご寄附をお願いの趣旨は下記のとおりあります。

拝啓

　早速でございますが、医学をはじめとする近年の科学技術の進展、それに伴う科学情報の利用拡大は目覚ましく、

誠に喜ばしいことではありますが、一方で「がん」は人間の高齢化とともに益々人々を脅かす重大な疾患になっていま

す。

　「札幌がんセミナー」は内閣府所管の公益財団法人として「がん」と闘う研究基盤の充実と進展に貢献することを目標

に、国際的な学術会議の開催を中心とした各種事業を展開して参りました。

　そこで当財団では、さらに充実した諸事業を一層円滑に実施するために、より多くの方々に財団運営にご協力いた

だくことを目的として、ご寄附をお受けすることに致しました。私達の活動にご理解、ご協力をいただけますれば、大

変嬉しく存ずる次第であります。

　不躾なお願いかと存じますが、お申し込みをいただければ誠に光栄でございます。なにとぞよろしくお願い申し上

げます。

敬具

ご寄附お願いの趣旨

　次頁にありますようなご寄附をいただいた方々のお名前を拝見致しますと、法人では大部分が医療に関わる関係の

方々でございます。

　㈱アインファーマシーズ（大谷喜一社長）、㈱玄米酵素（岩崎輝明社長）、㈱モロオ（師尾仁社長）、㈱ムトウ（田尾延

幸社長）、アイ・ウィミンズクリニック（石川睦男院長）のご理解、ご支援を頂戴致しました。

　ところが医療とは直接関係のない市民組織からも多くのご寄附をいただきました。

　たとえば札幌中央アーバン㈱（光地勇一社長）、㈱ビクトリア観光（松谷明良社長）、㈱セイコーマート（丸谷智保社長）、

札幌商工会議所（高向巖会頭）、六花亭製菓㈱（小田豊社長）などのご協賛は本当に嬉しく存ずる次第であります。

　本財団はがん研究に限らず、がんで悩む人達、またがんに悩むかもしれない人達の悩みを先取りし、啓発・予防に

も目を向けております。その意味で私達財団活動は医療関係にとどまるものではなく、ひろく一般市民とともに歩む存

在になってきております。この意味でも一般市民の方々からのご支援はことのほか嬉しく存ずる次第であります。

　また指定寄附といわれるものに㈱玄米酵素、また基本財産への寄附に北海道郵便逓送㈱（加藤欽也社長）、恵佑会

札幌病院（細川正夫理事長）、アステラス製薬㈱、旭エンジニアリング㈱（星野恭亮社長）、後藤田医院（後藤田栄貴理

事長・院長）からいただきました。いずれも心から厚く御礼申し上げます。

　ご寄附は有効に使わせていただきます。当財団の理事長ほか役員はすべて無報酬です。公益財団の名前に恥じない

ように、その使途についても会計監査の方々の厳正なチェックを受けております。内閣府所管の公益財団として北海

道内にとどまらず、全国、そして世界の多くの人達の悩むがんとの関わり合いを持ち続けたいと念じております。皆様

のご理解、ご支援に改めて心から感謝申し上げます。

ご寄附に対するお礼

ご寄附
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公益財団法人（内閣府所管）　札幌がんセミナー

　公益財団法人認可の2010年11月25日以降2012年6月15日までにご寄附のうえスポンサーになっていただいた下記の
方々のお名前を紹介させていただきます。ここにあらためて心から厚く御礼申し上げます。

　わたし達は「がん」の問題を解決するため様々な活動をしている公益財団法人「札幌がんセミナー」を応援しております。

ご寄附に感謝！！（2010年11月25日～2012年6月15日）

A．運営寄附

道内法人
㈱アインファーマシーズ
㈱玄米酵素
㈱モロオ
札幌中央アーバン㈱
㈱ビクトリア観光
㈱セイコーマート
札幌商工会議所
㈱ムトウ
六花亭製菓㈱
アイ・ウィミンズクリニック

道外法人
大鵬薬品工業㈱
田辺三菱製薬㈱
栄新薬㈱
エーザイ㈱札幌CO
㈱ヤクルト本社
㈱大塚製薬工場
ノバルティスファーマ㈱
武田薬品工業㈱
㈱ツムラ
セルジーン㈱
日本イーライリリー㈱
MSD㈱
アボットジャパン㈱
第一三共㈱

個人
高橋　隆司
細川　眞澄男
山田　雄次
藤本　征一郎
福田　守道
谷口　直之
小林　正伸
石林　清
武市　寿美代
岩谷　邦夫
大塚　榮子
半田　貴志子
小林　博

　財団基金へのご寄附とは別に、その年ごとのがんシンポジウム開催に対しても、多数の団体よりご寄付
をいただいております。この場を借りまして、深くお礼申し上げます。なお財団設立のあと2010年11月
24日まで多くの方々のご寄附をいただきましたが、そのご芳名は省略させていただきます。

B．指定寄附

法人
㈱玄米酵素（人件費補助）

個人
小林　博（図書刊行、人件費補助）

C．基金寄附

法人
北海道郵便逓送㈱
恵佑会札幌病院（開院30周年記念）
アステラス製薬㈱
旭エンジニアリング㈱
後藤田医院（開院20周年記念）

個人
賀来　亨
土産田　照夫
半田　祐二朗
矢野目　雅子

寄附は3種類あります（ご寄附は税控除の対象となります）。

A． 運営寄附　　 個人、法人問わずいただくご寄附はその年度内に使用させていただきます。なお、こちらは毎年定期
的にご寄附いただくことを前提と致します。

B． 指定寄附　　 使途指定の寄附です。いただきます寄附金の使途を予めご
指定いただきます。

C． 基金寄附　　 基金のための寄附です。頂戴した寄附はセミナー基金のな
かに組み入れ、直接使用することはありません。基金から
生み出るであろう利息のみを使わせていただきます。

以上のA、B、Cの3種のご寄附はいずれも銀行、あるいは郵便局で振込み可
能です。
会計年度は4月1日から翌年3月31日までとなっております。

ご寄附の種類
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公益財団法人（内閣府所管）　札幌がんセミナー

出来ましたら、下記当セミナー事務局まで、事前にご寄附の旨をご連絡いただければ幸いに存じます。法人は1口5万円以上です。
そのあと下記口座への振込をお願い申し上げます。

（ご連絡先）札幌がんセミナー事務局
TEL（011）222-1506、FAX（011）222-1526
Email：scs-hk@phoenix-c.or.jp

ご寄附の方法

振込口座：
　北 洋 銀 行　札幌営業部　普通口座　0645472
　北海道銀行　本店営業部　普通口座　0200230
　　名　義：公益財団法人札幌がんセミナー  理事長  小林　博

ゆうちょ銀行
　口座番号：02730-8-98355
　加入者名：公益財団法人札幌がんセミナー

メジャードナー（大口寄附者）の方々に感謝をもってご紹介いたします

北海道から沖縄まで、調剤薬局の「ア
イン薬局」と都市型ドラッグストアの
「アインズ＆トルペ」を中心に現在、
563店舗全国展開しています
㈱アインファーマシーズ
住所：札幌市東区東苗穂5条1丁目2-1
t e l：011-783-0189
社長：大谷　喜一

健康長寿を願う人達のためにみんなと
共に歩む会社です

㈱玄米酵素
住所：札幌市北区北12条西1丁目1-1
t e l：011-736-2345
会長：岩崎　輝明

利益は社会にお戻しすることをモッ
トーと考えている会社です

札幌中央アーバン㈱
住所：札幌市中央区南3条西4丁目
t e l：011-221-2534
社長：光地　勇一

医療現場の求める医薬品をお届けする
信頼される会社です

㈱モロオ
住所：札幌市中央区北3条西15丁目1-50
t e l：011-618-2323
社長：師尾　仁

開院20年を記念して（公財）札幌がんセ
ミナーに寄附させていただくことに致
しました。「がん」の問題解決を祈って

医療法人社団　後藤田医院
住所：札幌市西区西野3条9丁目10-37
t e l：011-663-8170
理事長・院長：後藤田　栄貴

郵便物を間違いなくお届けする仕事は
結構大変なものです。がん患者さんの
幸せを願って

北海道郵便逓送㈱
住所：札幌市東区北8条東1丁目2-1
t e l：011-731-6131
社長：加藤　欽也
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石川　睦男  アイ・ウィミンズクリニック理事長・院長、旭川医科大学名
誉教授

猪俣　幸子 裏千家茶道正教授、裏千家インターナショナル会員
岩崎　輝明  一般財団法人 食と健康財団理事長、日本総合医学会理事長、

㈱玄米酵素会長

及川　恒之 北海道医療大学心理科学部言語聴覚療法学科教授
大塚　榮子 産業技術総合研究所名誉フェロー、北海道大学名誉教授
加藤　欽也  昭和交通㈱代表取締役社長、（社）北海道ハイヤー協会会長、

在札幌スウェーデン名誉領事

金井　重博 富士メガネ名誉会長、中央大学同窓会副会長
後藤田栄貴 後藤田医院院長、北大ラ・カンツェロ会会長
小林　正伸 北海道医療大学看護福祉学部看護学科教授
白𡈽　博樹 北海道大学大学院医学研究科放射線医学分野教授
須賀　俊博  豊和会札幌病院理事長・名誉院長、JA北海道厚生連札幌厚

生病院名誉院長

杉下　清次 杉下清次公認会計士事務所所長
髙田　賢蔵 ㈱イーベック代表取締役会長、北海道大学名誉教授
武市寿美代 がん患者家族代表、主婦
田中　　宏 田中宏法律事務所所長、元日弁連副会長
土田　保穂 土田企画㈱代表取締役

出村知佳子 ㈱ダンテック専務取締役
土橋　信男 北星学園理事長、函館大学教授、元札幌市教育長
中村　惠子 札幌市立大学副学長、同大学看護学部長
新川　詔夫 北海道医療大学学長、長崎大学名誉教授
西村　昭男 アグリエ工房イタンキ㈱代表取締役
丹羽　祐而 ㈱丹羽企画研究所代表取締役、元札幌市教育委員会委員長
野口　昌幸 北海道大学遺伝子病制御研究所教授
秦　　温信 札幌社会保険総合病院名誉院長
畠山　昌則 東京大学医学部微生物学講座教授
日浅　尚子 ㈱北海道新聞社マーケティングセンター長
樋口　晶文 札幌市医師会副会長、市立札幌病院副院長
藤本征一郎 医療法人愛全会愛全病院病院長、北海道大学名誉教授
星野　恭亮 札幌商工会議所副会頭、旭イノベックス㈱代表取締役
守内　哲也 北海道大学名誉教授
山下　幸紀  札幌複十字総合健診センター所長、北海道がんセンター名

誉院長

山下　徹郎 恵佑会札幌病院上席副院長
山田　雄次 ㈱アネロファーマサイエンス
吉田　晃敏 旭川医科大学学長
和田　壬三 和田法律事務所所長

公益財団法人 札幌がんセミナー　役員名簿 （五十音順、敬称略）

《評議員》
福田　守道 議　　長 札幌医科大学名誉教授
石林　　清 副 議 長 北海道教育文化協会顧問
仙道富士郎 副 議 長 山形大学名誉教授、同大学前学長
長瀬　　清 副 議 長  北海道医師会会長、北海道がん対策推進協議会会長

理事は業務を執行し、評議員・評議員会は理事会を監督
する役割を担います

顧問の方々のお名前は省略させていただきます

《理　事》
小林　　博 理 事 長 北海道大学名誉教授
髙橋　隆司 副理事長 北洋銀行元副頭取
細川眞澄男 副理事長 北海道大学名誉教授

秋田　弘俊 北海道大学大学院医学研究科腫瘍内科学分野教授
浅香　正博 北海道大学大学院医学研究科がん予防内科学特任教授
岡田　　太 鳥取大学医学部病態生化学教授
髙後　　裕 旭川医科大学医学部内科学教授
光地　勇一 札幌中央アーバン㈱代表取締役社長
佐藤　昇志 札幌医科大学病理学第一講座教授、日本癌学会会長（2012）
谷口　直之  理化学研究所基幹研究所システム糖鎖生物学研究グループ

ディレクター、大阪大学名誉教授

千葉　逸朗 北海道医療大学歯学部保健衛生学教授
西尾　正道 独立行政法人国立病院機構北海道がんセンター院長
浜田　淳一 北海道大学遺伝子病制御研究所准教授
半田祐二朗 北海道医療大学教育開発センター、国際保健学教授
平田　公一 札幌医科大学外科学第一講座教授
細川　正夫 恵佑会札幌病院理事長

《監　事》
関川　峰希 ㈱北洋銀行常務取締役
樋爪　昌之 樋爪公認会計士事務所所長

《役割分担》
・国際がんシンポジウム 佐藤　昇志（プログラム委員長）
・冬季がんセミナー 細川　正夫（プログラム委員長）

・海外調査研究 半田祐二朗、谷口　直之、小林　　博

・啓発・予防 浅香　正博、西尾　正道、秋田　弘俊
　　がん相談 小林　　博

・広報 細川眞澄男、秋田　弘俊、浜田　淳一
　　SCSコミュニケーション 半田祐二朗、小林　　博、ニコルス　ピーター
　　ホームページ 千葉　逸朗、岡田　　太

・財務 髙橋　隆司、光地　勇一
　　募金 光地　勇一、髙橋　隆司、浅香　正博

 平田　公一、髙後　　裕、細川　正夫

・事務局 及川　智江、大橋　泰子
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　当財団の事務局は札幌市のランドマークである大通にあります。それも大通公園
というランドマーク中のランドマークを望む、北海道医師会館の6階です。札幌の
地理に詳しい方には説明の必要はないのですが、あえて申し上げると、便利で快適
な場所にあります。地下鉄「大通駅」西口一番出口をでて、さらに歩道を西側に2ブ
ロック歩けば、3－5分で到着と相成ります。

事務局紹介

　この「SCSコミュニケーション」は公益財団法人（内閣府
所管）札幌がんセミナーと皆様をつなぐメッセンジャーで
す。そして私ども編集担当者は、多くの人々がこのコミュ
ニケーションを通じて、これから先のことを考え予見して
ゆくための案内役といったところでしょうか。2012年6月
の創刊ののち、毎年2回のペースで皆さまと紙上でお目に
かかります。
　がん研究・がん対策は、両分野を生業とする者にとって
は身近で具体的な事でしょうが、私のごとく素人には、複
雑で難しい分野に思えます。つい素人は悩まずに先生方の
おっしゃる通りにすればよいと考えてしまうのです。
　かく言う私は開発途上国の病院経営管理、医療サービス
の質の向上という分野で働く者ですが、保健・医療に携わ
る者にとっても「ガンは怖い」という思いをぬぐい去ること
はできません。怖いながらも、私はがんを少しでも知り、
できる範囲でそれと戦い、しかし一方ではそれを受け入れ
るという境地に達したいと、思っているのです。
　SCSコミュニケーションのタイトル「The Way Forward」
【これからの道】とはまさしく人々とのコミュニケーショ
ン、種々の体験、学びを介して近未来のことを一人一人の
立場で考え抜くためのキーワードです。

　「がん」について専門家が研究したり考えたりすること
も、素人としての一般市民が「健康」について考え行動する
ことも、広くとらえれば、同等の価値があるのではないで
しょうか。我々の「健康」についての近未来、札幌、北海道
を含む日本の近未来、さらにはアジアそしてこの世界の近
未来を、一人一人が考え、行動してまいりましょう。
　公益財団法人（内閣府所管）札幌がんセミナーは、常に皆
様とともに存在しています。多くの研究者・医療者ととも
に、一般市民の皆様の視線を大事にしながら、がん研究・
がん対策いついて幅広く考え、行動してゆく組織であろう
と日々努めています。
　「SCSコミュニケーション」を創刊するにあたり、私ども
編集担当者は多くの人々にお世話になりました。
　本紙面にて略
儀ながら御礼申
し上げます。
　そして今後と
もご支援いただ
きますようよろ
しくお願いいた
します。

編集後記

　ここにはお客様や事業に関係する人々の訪問がたえません。
　また、がん相談も、この事務所で相談者のプライバシーに配慮しながら、小林博
理事長によって行われています。
　訪れれば、ゆったりとソファーに座をすすめられ、その瞬間から、この事務所の
一部として室内の風景に溶け込むのです。適切な距離感のもとに、内外をあまり区
別しないこの事務所の在り様は、財団そのものであり、夏と冬に毎年実施される学
術集会、そして社会貢献事業の理念を体現しているといえないでしょうか。
　皆様ぜひお立ち寄りください。事務所は原則として月曜から金曜の間、朝9時か
ら夕方5時半までフル稼働しております。（半田祐二朗）

　事務所のドアが執務時間中に閉じてあるのを筆者はみたことがありません。
　そのことには、財団は人々を歓迎するということ、執務中の小林博理事長とロジ
スティックスと各種コーディネーション業務を一人でこなす及川智江職員にはドア
を開け閉めする暇がないということの2つの意味があるようです。この事務所には
中で執務する人的資源以外には、贅沢な資産は見当たりません。しかしながら、そ
こには先取の気質、迅速を旨とする業務体制が根付いています。

半田　祐二朗
編集代表

北海道医療大学・大学教育開発センター・教授（国際保健学）
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SCSコミュニケーション

金井英明さんの作品です。
金井さんは絵画の作家として著名な方です。作品が日本郵
便の切手に採用されたことがあります。
2001年1月、札幌がんセミナーのシンボル・イラストレー
ションとして使用できる絵を描いていただきたいとお願い
しましたところ、ご快諾をいただき、パテント料を含む一
式を、通常考えられない安価な費用にて提供して下さいま
した。金井さんの好意と友情に改めて感謝です。
当財団はがんに関わる夏と冬のセミナーを長年継続してい

ますが、海外調査研究も行っております。
また常に一般市民の健康的なくらしのお役に立つ活動も実
践しております。がん相談や市民啓発のための特別セミ
ナーなどはその狙いに行っております。
当財団は自然環境に優れた北海道、都市機能の快適な札幌
をベースに、人々の健康増進に高い関心を抱きつつ、公益
的役割を果たしております。
この絵画には以上のようなイメージが北海道大学のキャン
パスをバックに描かれているのです。

札幌がんセミナー  シンボル絵画について


